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こ
の
た
び
、「
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
集
が

発
刊
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
富
士
山
を
愛
す
る
多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
支
え
ら
れ
、
節
目
の
三
十
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
作
品
に
は
、
富
士
山
へ
の

敬
愛
と
、
自
然
や
ふ
る
さ
と
を
思
う
温
か
な
心
が
込
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
枚
の
絵
、
一
通
の
手
紙
に
は
、
世
代
や
国
を
超
え
て
心
を
通
わ
せ
る
力
が

あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
こ
の
三
十
年
で
改
め
て
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
り
、
富
士
山
の
美
し
さ
、
豊
か
さ
、
そ
し
て

そ
の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自
由
な
発
想
で
自
分
の
思
い
を
発
現
で
き
る

場
と
し
て
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
結
び
に
、
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
や
学
校
関
係
者
の
方
々
、
熱
心

か
つ
厳
正
に
審
査
く
だ
さ
い
ま
し
た
審
査
員
長
村
松
友
視
先
生
・
副
審
査
員

長
村
上
雅
洋
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
員
の
皆
様
、
ま
た
、
本
事
業
に
御

理
解
と
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　「
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、「
富
士
山
と
富
士
山
に
か
か
わ

る
地
域
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
豊
か
な
心
を
も
っ
た
人
々
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
文
化
活
動
と
し
て
、
平
成
八
年
に
開
始
さ
れ
、
今
年

で
記
念
す
べ
き
第
三
十
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
名
実
と
も
に
、
富
士
山
を
大
切
に
想
う

気
持
ち
を
育
み
、
富
士
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
、
意
味

あ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
し
て
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
毎
年
多
く
の

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
の
熱
い
想
い
と
、
厳
正
か
つ
熱
心
な
審
査
を

い
た
だ
い
た
審
査
員
の
方
々
の
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
や
美
し
い
景
観
、
歴
史
的
価
値
を
未
来
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
、こ
の
作
品
集
が
一
人
で
も
多
く
の
方
の
目
に
触
れ
、

私
た
ち
の
富
士
山
と
地
域
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち

を
育
む
こ
と
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ

ま
で
本
事
業
に
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
審
査
員
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
毎
年
熱
意
あ
る
作
品
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
皆
様
の

お
か
げ
で
す
。
こ
こ
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
七
年
度
（
第
三
十
回
）
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
一
覧

･････････････････････････････････････････････････････�

85 

　
　
　
　
　
令
和
七
年
度
（
第
三
十
回
）
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
・
協
賛
・
後
援
者
一
覧

･･････････････････････････�
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「
絵
」
部
門



6

最優秀賞

神奈川県海老名市・アトリエＥＮＤＯ        

　　里田　煌太ゆきがふってきたよ

幼児の部



7

最優秀賞

愛知県知多郡・だれでもアーティストクラブ　　

　　永井　陽基富士山ろく　
茶畑のおばちゃんたち

小学生低学年の部



8

富士市立伝法小学校　　                        

　　立林　桃亜赤く染まる富士

最優秀賞
小学生高学年の部



9

富士宮市立富士根北中学校　　                    

　　渡邉　咲沙　　　星の海

最優秀賞
中学生の部



10

富士宮市　　                                           

　　都築　修山から来るもの

最優秀賞
高校生・成人の部



11

富士宮市・富丘こども園

小池　華

神奈川県海老名市・アトリエＥＮＤＯ

本良　俊典ことりとふじさん

富士山と花火

静岡市・鷲巣学園梨花幼稚園

加藤　理央にっこり富士山

優 秀 賞
幼児の部



12

愛知県名古屋市・アトリエとまる

� 都丸　結世冬の富士山ながめながら
楽しいスキー！！

富士宮市立東小学校

渡邉　英岳夏の富士

愛知県知多郡・だれでもアーティストクラブ

村尾　拓真キャンプじょうからみた
ふじ山のほうせきばこ

優 秀 賞
小学生低学年の部



13

富士宮市立大宮小学校

小林　あお幻想的な富士の夜景

富士宮市立富士根南小学校

大瀧　詩太

富士宮市立富士根南小学校

長澤　伊吹

夏の富士

神宿る山

優 秀 賞
小学生高学年の部



14

富士宮市・星陵中学校

清水　杏里紅に染まる町

富士宮市立上野中学校

御宿　羽詩生命の樹と光る富士

富士市・あとりえパレット

� 佐野　彩葉あの日に向かって

優 秀 賞
中学生の部



15

富士市

望月　史苗年の瀬を彩る
富士山女子駅伝

富士宮市

望月　正江

富士宮市・21 世紀アートスタジオ

持田　和香

桜　色

千紫万紅

優 秀 賞
高校生・成人の部



16

奥
田
　
碧
人

富
士
宮
市
・
西
ヶ
丘
幼
稚
園

い
ろ
い
ろ
な

ま
い
に
ち

判
澤
　
歩

富
士
市
・
富
士
光
明
幼
稚
園

ふ
じ
さ
ん
と

お
は
な
と
わ
た
し

小
原
　
六
成

静
岡
市
・
鷲
巣
学
園
梨
花
幼
稚
園

雪
が
ふ
る
夜
の

恐
竜
い
っ
ぱ
い
富
士
山

劉
　
小
暖

浜
田
　
悠
莉

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

ふ
じ
さ
ん
ド
ラ
イ
ブ

な
つ
の
ふ
じ
さ
ん

髙
橋
な
ず
な

富
士
宮
市
・
西
ヶ
丘
幼
稚
園

大
好
き
な
み
ん
な
と

夏
の
富
士
山

佳 作
幼児の部



17

堀
　
心
葉

加
藤
の
ぞ
み

西
本
明
日
渚

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
園

富
士
宮
市
・
杉
田
幼
稚
園

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
園

ふ
じ
さ
ん
と
ひ
ま
わ
り

ば
た
け
で
あ
そ
ん
で
る
！

み
ん
な
の
い
の
ち
を

ま
も
る
ふ
じ
さ
ん

富
士
山
と
仲
良
し
な

私
た
ち

鈴
木
　
新
空

富
士
市
・
吉
原
聖
母
幼
稚
園

富
士
山
と
動
物
た
ち

佐
野
　
海
斗

富
士
市
・
吉
原
聖
母
幼
稚
園

サ
ー
フ
ィ
ン
し
な
が
ら

見
え
る
富
士
山

森
本
　
健
介

富
士
宮
市
立
上
井
出
保
育
園

ふ
じ
さ
ん

に
こ
に
こ
で
い
い
ね

青
木
　
叶
汰

富
⼠
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

富
士
山
か
ら

飛
行
機
が
見
え
た
よ

佳 作
幼児の部



18

稲
田
　
蓮

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

ヒ
ョ
ウ
の
特
等
席

伊
藤
凛
太
郎

富
⼠
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

富
士
山
で
遊
ぶ
の

楽
し
い
ね

篠
原
　
柚
月

富
⼠
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

お
友
達
と
富
士
山
で

遊
び
た
い
な

賈
　
知
也

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

ふ
じ
さ
ん
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
よ
！

安
藤
　
照
基

溝
口
　
詩
桜

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
と

富
士
山

ふ
じ
さ
ん
イ
エ
～
イ
!!

花
井
　
笑
舞

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

動
物
と
富
士
山
に

登
り
た
い
な

佳 作
幼児の部



19

佐
藤
　
麻
友

神
奈
川
県
・
横
浜
市
立
大
綱
小
学
校

ふ
じ
さ
ん
、
お
そ
と
で

き
も
ち
い
い
ね
！

小
尾
　
陸
翔

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

あ
さ
ぎ
り
高
原
か
ら

み
た
富
士
山

篠
原
　
嘉
斗

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

ふ
じ
さ
ん
の

し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

清
　
絢
加
里

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

花
火
富
士

安
達
　
匠
理

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

川
と
富
士
山
と
森

小
岩
　
蒼
大

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

い
つ
も
見
守
っ
て

く
れ
る
や
さ
し
い

富
士
山

髙
野
　
心
陽

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

わ
た
し
の
だ
い
す
き
な

ふ
じ
さ
ん

佳 作
小学生低学年の部



20

黒
澤
　
秀
哉

富
士
市
立
伝
法
小
学
校

ふ
じ
山
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら

ぼ
く
の
お
家
見
た
い
な

飯
田
　
葵
仁

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

う
た
う
ふ
じ
さ
ん

渡
邉
　
華
矢

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

お
花
い
っ
ぱ
い
で

元
気
な
富
士
山

櫻
井
　
玲
來

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

夕
方
の
ふ
じ
さ
ん

渡
井
　
琳
子

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

花
さ
く
富
士

坂
　
千
尋

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

た
い
よ
う
に

て
ら
さ
れ
た
富
士
山

佳 作
小学生低学年の部



21

森
崎
　
綾
水

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

富
士
山
と
ア
ジ
サ
イ

賈
　
喬
伊

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

10
階
建
の
富
士
山

中
根
　
光
翼

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

夕
暮
れ
の
街

茜
色
に
染
ま
る
空

近
藤
　
優
花

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

ふ
じ
さ
ん
は
な
び

永
吉
　
琴
葉

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

あ
さ
ひ
の

ふ
じ
と
ざ
ん

大
谷
　
凜
華

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

や
さ
い
ド
レ
ス
を
着
た

お
し
ゃ
れ
な
富
士
山

伊
賀
　
心
春

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

夏
の
富
士
山
と

牧
場

佳 作
小学生低学年の部



22

福
海
　
博
日

兵
庫
県
明
石
市
・
須
磨
浦
小
学
校

飛
行
機
か
ら
見
た

富
士
山

小
尾
　
海
翔

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

幸
せ
の
丘
か
ら
み
た

富
士
山

滝
　
し
ず
く

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

私
の
目
に
う
つ
る

富
士
山

重
田
　
快
斗

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

大
地
の
息
吹

鍋
田
虎
之
介

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
山
と
夕
日

松
永
　
蒼
生

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
山
と

お
田
植
え
祭

佳 作
小学生高学年の部



23

岡
本
　
依
真

富
士
宮
市
立
人
穴
小
学
校

ゆ
め
の
富
士
山

細
野
　
紅
葉

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

雨
の
日
も
い
い
ね

大
宮
　
駆
流

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

牛
も
富
士
山
を

愛
し
て
る

西
　
美
幸

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

た
ぬ
き
こ
の
夜

佐
藤
　
乃
奏

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

夢
の
大
橋
か
ら
の

富
士
山

牧
場
と
富
士
山

好
田
　
壮
志

富
士
市
立
吉
原
小
学
校

金
谷
　
悠
希

静
岡
市
立
清
水
不
二
見
小
学
校

夏
の
富
士
山

佳 作
小学生高学年の部



24

赤
池
　
莉
緒

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

さ
わ
や
か
な
富
士
山

長
澤
　
侑
吾

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

し
ん
し
ん
と

伊
藤
　
恵
凜

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

Ｎ
Ｏ
．
１

伊
藤
　
理
津

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

富
士
の
ふ
も
と
で

キ
ャ
ン
プ
!!

吉
行
　
湊

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

豊
か
な
富
士
山

佐
野
　
聖
梛

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

緑
に
包
ま
れ
た
富
士

佐
野
　
な
る

富
士
宮
市
立
柚
野
小
学
校

木
花
咲
耶
姫

～
母
な
る
山
～

佳 作
小学生高学年の部



25

村
井
　
咲
星

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

夕
暮
れ
時
の
富
士
山

片
山
紗
絢
香

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

み
ず
た
ま
り
に

う
つ
る
富
士
山

齊
藤
　
理
希

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

夢
幻
の
頂

宇
佐
美
理
杏

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

我
が
町

富
士
宮
と
富
士
山

鶴
見
槙
次
郎

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

地
元
か
ら
見
え
る

富
士
山

清
　
の
の
か

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

夏
と
富
士
。

神
田
　
桃
果

富
士
市
立
富
士
中
学
校

茶
摘
み
の
頃 佳 作

中学生の部



26

石
黒
　
朔

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

富
士
山
×
世
界
遺
産

山
田
ほ
の
か

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

あ
の
日
の
富
士
山

池
野
倫
太
朗

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

静
寂

佐
野
　
心
羽

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

空
と
大
地
と

ふ
じ
と

冨
家
か
ん
な

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

富
士
山
と
星
陵
坂

佐
野
　
ゆ
あ

富
⼠
宮
市
・
星
陵
中
学
校

希
望
の
峰

佳 作
中学生の部



27

菱
田
　
理
心

滋
賀
県
・
近
江
八
幡
市
立
八
幡
西
中
学
校

木
々
か
ら
の
ぞ
く

富
士
山

坂
田
　
想
來

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

機
内
か
ら
み
え
る

富
士
山

佐
野
　
彩
芭

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

私
の
見
る
富
士
山

遠
藤
み
の
り

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

富
士
山
へ

伴
　
沙
柚
季

滋
賀
県
・
近
江
八
幡
市
立
八
幡
西
中
学
校

赤
富
士

平
野
　
穂
希

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
か
ら
見
る

富
士
山

齋
藤
　
昌
希

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

朝
方
の
富
士
山

佳 作
中学生の部



28

近
藤
　
有
矢

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
茗
溪
学
園
高
等
学
校

桜
舞
う
！

遥
か
な
る
富
士

峯
　
洋
子

東
京
都
三
鷹
市

彩
雲
と
富
士
山

松
田
ゆ
か
り

富
士
市

宝
永
火
口

～
荒
ぶ
る
時
の
記
憶
～

奥
田
　
旭

東
京
都
葛
飾
区

富
士
山
と
波

小
林
　
茉
由

富
士
宮
市

田
植
え
と

逆
さ
富
士

瓜
ヶ
平
美
津
子

兵
庫
県
美
方
郡

秋
の
富
士
山

佳 作
高校生・成人の部



29

田
代
　
雪
乃

沼
津
市
・
石
井
絵
画
教
室

天
人
の
舞
う
富
士

田
中
　
宏
美

東
京
都
板
橋
区

カ
ラ
フ
ル
に
じ
い
ろ

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ふ
じ
さ
ん

大
倉
　
正
次

富
士
市

星
山
放
水
路
と

河
津
桜

髙
橋
　
美
蘭

駿
東
郡
長
泉
町
・
知
徳
高
等
学
校

軌
跡

西
原
　
叶
夢

駿
東
郡
長
泉
町
・
知
徳
高
等
学
校

春
の
思
い
出

石
川
　
桃
絵

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校
　
富
士
宮
分
校

Ｌ
ｅ
ｔ`

ｓ
　

未
来
へ
進
む

髙
木
　
弐
朗

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校
　
富
士
宮
分
校

涼
し
げ
な
夜

佳 作
高校生・成人の部
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髙
橋
　
結
和

兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校

碧
天
の
朝

渡
辺
　
文
樹

福
島
県
郡
山
市

美
し
い
自
然

廣
澤
　
美
瑚

静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校

富
士
山
プ
リ
ン

伊
東
み
ち
る

静
岡
県
立
富
士
高
等
学
校

青
く
生
き
る

瀧
川
　
正
章

富
士
山
テ
ラ
ス
の

木
蔭

東
京
都
小
金
井
市

小
林
　
夏
子

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

豊
か
な
恵
み

前
田
　
純
玲

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校
　
富
士
宮
分
校

カ
ラ
フ
ル
な
山

佳 作
高校生・成人の部
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Hong Kong・RAINBOW CREATIVE ARTS

LAI YIK FEI賞心悦目遊富士山

Hong Kong・Art Point Creative

YUEN ALWYN KEI WANGSoaking in hot springs
under Mount Fuji

Hong Kong・Big House Art Workshop

LAU YUET

International
Award

PreschoolPreschool
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Hong Kong・Big House Art Workshop

YEUNG HOI TING

Hong Kong・Amaze Art Studio

TIN YU CHEUNGMountain Fuji

Hong Kong・VKIDS CREATIVE

ADELAIDE CHEUNGFishing under
 Mt.Fuji

International
Award

Elementary schoolElementary school
lower gradeslower grades
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Hong Kong・Art Point Creative

CHUNG CHUNG CHING LARESMount Fuji 
in Spring

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

ANGELO CHANLIVELY MOUNT FUJI,SPLASHING 
POWER TO EVERYONE

Hong Kong・GRACE ART AND MUSIC

CHEUNG TIN YANA beautiful sunset
 in Fuji

International
Award

Elementary schoolElementary school
upper gradesupper grades
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Hong Kong・Amaze Art Studio

Lau Pui Kwan JolieMountain Fuji

Hong Kong・VKIDS CREATIVE

LAW YUEN LAMPathway to 
Serenity

Hong Kong・Amaze Art Studio

CHIU SUM TUNG CARLIEMountain Fuji

International
Award

Junior high  Junior high  
school gradesschool grades
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Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

CHEN KAM SANFUJI AND FIREWORKS

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

CHAN YING SHANCITY LIGHTS WITH 
MOUNTAIN FUJI

Hong Kong・SCHOOL OF CREATIVITY

CHEUNG YUEN TINGFUJI IN FROST:
WHISPERING WINTER

International
Award

High school studentsHigh school students
and adultsand adults





「
手
紙
」
部
門
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小
学
生
低
学
年
の
部
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●

●
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富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

近
藤
　
遼
太
楼

　
い
つ
も
、
あ
お
く
て
お
お
き
く
て
か
っ
こ
い
い
ね
。
ぼ
く
は
、
な
つ
の
ふ
じ
さ
ん
が
い
ち
ば
ん
か
っ
こ
い
い
か
ら
、
い
ち
ば

ん
す
き
だ
よ
。
は
ち
が
つ
の
あ
つ
い
ひ
に
、
く
も
の
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
い
た
ね
。
あ
つ
い
か
ら
、
お
と
も
だ
ち
の
く
も
が
、

ふ
じ
さ
ん
の
あ
た
ま
を
、
ね
っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う
か
ら
ま
も
っ
て
い
た
ね
。
お
と
う
と
と
い
っ
し
ょ
に
え
ん
ぶ
ん
ち
ゃ
あ
じ
を
じ

め
ん
に
お
い
て
お
い
た
け
ど
、
な
め
て
く
れ
た
か
な
。
あ
と
で
み
た
ら
と
け
て
い
た
け
ど
、
ふ
く
ろ
は
、
あ
い
て
い
な
か
っ
た

か
ら
わ
か
ら
な
い
よ
。

最優秀賞
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小
学
生
高
学
年
の
部
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

稲
葉
　
香
歩

富
士
山
、
あ
の
ね
。

最
近
、
ば
ぁ
ば
と
う
ま
く
話
せ
な
い
ん
だ
。

小
さ
い
こ
ろ
は
、
毎
日
、
ば
ぁ
ば
の
せ
な
か
に
乗
っ
て
、
富
士
山
の
歌
を
二
人
で
歌
っ
て
い
た
の
に
。

わ
た
し
が
ば
ぁ
ば
の
せ
な
か
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
だ
ん
だ
ん
う
ま
く
話
せ
な
く
な
っ
た
ん
だ
。

ば
ぁ
ば
が
わ
た
し
に
注
意
す
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
し
ち
ゃ
う
ん
だ
。

本
当
は
、
ば
ぁ
ば
の
こ
と
大
好
き
な
の
に
ね
。

ば
ぁ
ば
の
せ
な
か
も
富
士
山
み
た
い
に
大
き
か
っ
た
ら
、
今
も
ば
ぁ
ば
の
せ
な
か
に
乗
っ
て
仲
良
く
で
き
て
い
た
の
か
な
。

も
う
す
ぐ
、
わ
た
し
の
方
が
ば
ぁ
ば
よ
り
大
き
く
な
る
よ
。

富
士
山
み
た
い
に
大
き
く
な
っ
て
、
今
度
は
、
わ
た
し
が
ば
ぁ
ば
を
せ
な
か
に
乗
せ
て
あ
げ
よ
う
。

そ
れ
で
、
も
う
一
度
二
人
で
富
士
山
の
歌
を
歌
う
か
ら
聞
い
て
い
て
ね
。

最優秀賞
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中
学
生
の
部
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静
岡
県
富
士
見
中
学
校

岡
本
　
愛
生

　
昨
年
、
母
が
病
気
治
療
の
為
、
二
ヶ
月
近
く
入
院
し
た
。
入
院
し
て
三
週
間
程
た
っ
た
あ
る
日
、
突
然
「
今
、
八
合
目
！
」

と
連
絡
が
来
た
。
「
何
が
？
」
と
返
信
す
る
と
す
ぐ
返
事
が
来
た
。
病
室
か
ら
見
え
る
富
士
を
見
て
い
る
う
ち
、
治
療
の
進
み

具
合
を
富
士
登
山
に
例
え
る
こ
と
に
し
た
そ
う
だ
。
富
士
山
が
好
き
な
母
な
ら
で
は
の
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
っ
た
。
父
か
ら

辛
い
治
療
と
聞
き
心
配
し
た
が
、
登
山
を
頑
張
る
母
の
姿
が
重
な
り
大
丈
夫
と
信
じ
ら
れ
た
。
以
前
、
一
緒
に
富
士
山
に
登
っ

た
時
、
母
は
滑
っ
て
転
ん
だ
。
で
も
大
き
な
笑
い
声
を
山
に
響
か
せ
、
立
ち
上
が
っ
て
歩
き
出
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
面

会
制
限
が
あ
り
、
入
院
中
、
母
に
は
一
度
も
会
え
な
か
っ
た
。
そ
の
分
、
母
も
見
て
い
る
富
士
山
を
見
て
、
頑
張
れ
と
応
援
し

た
。
そ
し
て
つ
い
に
登
頂
成
功
！
退
院
の
日
、
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
明
る
く
て
大
き
な
母
の
「
た
だ
い
ま
」
の

声
。

　
今
年
の
夏
、
家
族
で
富
士
山
に
登
っ
た
。
母
の
体
力
を
考
え
、
宝
永
山
で
日
の
出
を
拝
ん
だ
。
富
士
山
母
の
闘
病
を
一
緒
に

支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

最優秀賞
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高
校
生
・
成
人
の
部
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東
京
都　

国
分
寺
市

樋
浦
　
憲
次

　
新
潟
の
片
田
舎
の
中
学
の
修
学
旅
行
は
東
京
、
江
の
島
、
箱
根
の
三
泊
。

　
箱
根
芦
の
湖
で
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が

「
こ
こ
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
の
で
す
が
、
今
日
は
あ
い
に
く
雲
で
み
え
ま
せ
ん
。」
と
。

　
幻
の
富
士
山
で
あ
っ
た
。
一
九
六
一
年
秋
の
こ
と
。

　
五
年
後
、
富
士
山
清
掃
登
山
に
参
加
。

　
山
好
き
約
五
十
人
が
八
月
中
旬
六
合
目
に
集
結
。
四
日
間
で
頂
上
迄
ゴ
ミ
掃
除
だ
。

　
気
温
は
低
い
の
に
汗
だ
ら
け
。
必
死
に
缶
や
ボ
ト
ル
を
拾
い
集
め
た
。

　
目
的
が
同
じ
同
志
、
す
ぐ
親
し
く
な
れ
た
。

　
深
夜
彼
ら
と
満
天
の
星
々
を
た
だ
驚
き
、
飽
き
ず
に
見
つ
め
た
。

　
す
る
と
何
と
東
の
空
の
目
の
高
さ
に
オ
リ
オ
ン
座
が
見
え
る
で
は
な
い
か
！

　
非
常
に
驚
い
た
。

　
星
に
詳
し
い
仲
間
が
運
良
く
い
て
、
解
説
し
て
く
れ
た
。

「
こ
こ
は
標
高
が
高
い
の
で
、
夏
な
の
に
冬
の
星
座
が
深
夜
に
限
っ
て
見
え
る
」
と
。

　
日
本
広
し
と
い
え
ど
も
、
夏
に
、
冬
の
代
表
的
な
星
座
オ
リ
オ
ン
を
自
分
の
肉
眼
で
見
た
人
は
、
何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
は
、
日
本
一
の
富
士
山
の
高
さ
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

最優秀賞
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小
学
生
低
学
年
の
部
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小
学
生
低
学
年
の
部
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富
士
市
立
富
士
川
第
一
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

福
井
　
柚
菜

小
岩
　
蒼
大

　
ふ
じ
さ
ん
、
わ
た
し
は
ピ
ア
ノ
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
よ
。

年
中
さ
ん
か
ら
な
ら
っ
て
い
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
き
ょ
く

が
ひ
け
る
よ
。
ふ
じ
さ
ん
は
日
本
で
一
番
高
い
山
だ
か
ら
、

一
番
大
き
な
耳
で
聞
い
て
く
れ
て
い
る
か
な
。
も
し
か
し
た

ら
、
じ
ょ
う
ず
に
ひ
け
な
く
て
な
い
ち
ゃ
っ
た
り
、
お
こ
っ

ち
ゃ
っ
た
り
し
て
る
の
も
聞
こ
え
ち
ゃ
っ
て
る
か
な
。
し
っ

ぱ
い
し
て
く
や
し
い
と
き
の
ピ
ア
ノ
は
、
耳
を
ふ
さ
い
で

ね
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
、
き
れ
い
な

音
を
と
ど
け
る
か
ら
見
ま
も
っ
て
い
て
ね
。

　
ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
富
士
山
が
大
好
き
で
し
た
。
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
か
ら
は
富
士
山
が
よ
く
見
え
て
、
い
っ

し
ょ
に
さ
ん
ぽ
を
す
る
と
、
今
日
は
い
ち
だ
ん
と
き
れ
い
だ

ね
、
今
日
は
大
き
く
見
え
る
ね
、
雪
か
ぶ
っ
た
ね
、
と
い
ろ

ん
な
顔
の
富
士
山
の
話
を
よ
く
し
て
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
一
年
生
の
夏
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
急
に
入
院

す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
ま
会
え
ず
に
死
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
だ
っ
た
ぼ
く
は
、
と

つ
ぜ
ん
会
え
な
く
な
っ
て
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
だ
け

ど
、
外
に
出
て
富
士
山
を
見
た
ら
、
い
つ
も
の
明
る
く
て
や

さ
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
そ
こ
に
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

「
そ
う
君
は
富
士
山
の
近
く
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
す
ご
い
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
そ
う
君
は
こ
れ
か
ら
何
で

も
で
き
る
し
、
何
に
で
も
な
れ
る
！
」
そ
う
言
っ
て
く
れ
い

た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ぼ
く
は
、
富
士
山
を

見
る
と
元
気
が
わ
き
ま
す
。

　
ば
あ
ば
、
ぼ
く
も
富
士
山
が
大
好
き
に
な
っ
た
よ
。

優 秀 賞
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小
学
生
低
学
年
の
部
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小
学
生
高
学
年
の
部
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富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

佐
野
　
心
咲

井
手
　
彩
絢

　
富
士
山
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
が
ん
セ

ン
タ
ー
と
い
う
び
ょ
う
い
ん
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
で
す
。
晴
れ
て
い
る
日
は
、
こ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
は
た
も
あ
が
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
お
じ
い
さ

ん
が
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
入
い
ん
し
て
い
る
時
、
お
見
ま
い
に

行
っ
た
お
母
さ
ん
が
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
見
つ
け
て
、
わ
た

し
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
び
ょ
う
い
ん
の
ル
ー
ル
で
、
子

ど
も
の
わ
た
し
は
お
見
ま
い
に
行
け
な
か
っ
た
か
ら
、
お
じ

い
さ
ん
が
心
ぱ
い
だ
っ
た
け
ど
、
び
ょ
う
い
ん
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
わ
た
し
の
名
前
の
「
心
」
と
富
士
山
が
合
体
し
て
い
る

こ
と
を
し
っ
て
、
ぜ
っ
た
い
に
お
じ
い
さ
ん
の
び
ょ
う
気
は

な
お
る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
、
わ
た
し
と
富
士
山
な
ん

て
お
じ
い
さ
ん
に
と
っ
て
は
さ
い
強
だ
と
思
っ
た
か
ら
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
、
ぶ
じ
に
た
い
い
ん
し
て
、
び
ょ
う
気
に

な
る
前
と
同
じ
く
ら
い
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
富
士
山
、
わ

た
し
と
富
士
山
が
合
体
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
さ
い
強
だ
っ
た

ね
。

　
昔
は
噴
火
を
繰
り
返
し
、
「
荒
ぶ
る
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

富
士
山
。
そ
ん
な
に
収
ま
り
き
ら
な
い
怒
り
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
現
在
は
穏
や
か
に
人
々
を
見
守
っ
て
い
ま
す
が
、

時
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
気
持
ち
が
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ど
う
し
た
ら
、
そ
ん
な
に
穏
や
か
で
い
ら
れ
る
の
で
す
か
。

教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

　
私
は
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
苦
手
で
、
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
、
も
や
も
や
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ず
っ
と
考
え
込

ん
で
、
体
調
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
で
す
。
私

は
、
そ
ん
な
自
分
が
あ
ま
り
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
富
士
山
に
も
悩
み
は
あ
り
ま
し
た
か
。
悩
ん
だ
時
、
ど
う

や
っ
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
か
。
富
士
山
み
た
い
に
お
お
ら

か
で
穏
や
か
な
気
持
ち
で
い
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
富
士
山
の
穏
や
か
で
優
し
い
と
こ
ろ
、
お
お
ら
か
な
と
こ

ろ
、
自
分
ら
し
く
胸
を
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
私
の
あ
こ
が

れ
で
す
。
い
つ
か
私
も
、
富
士
山
の
よ
う
な
心
を
持
て
る
人
に

な
り
た
い
で
す
。
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富
士
市
立
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

後
藤
　
咲
耶

藤
田
　
司

　
私
の
父
は
、
仕
事
で
東
京
に
住
ん
で
、
今
年
で
三
年
目

に
な
り
ま
す
。
最
近
は
富
士
市
に
帰
っ
て
き
て
も
仕
事
を

し
て
い
た
り
寝
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
こ

で
私
は
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
父
に
何
か
し
て
あ
げ
た
い
な
と

思
い
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
父
は
、
帰
っ
て
来

る
と
、
富
士
山
を
見
て
「
い
や
さ
れ
る
。」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
ず
っ
と
富
士
山
の
ふ
も
と
で
生
ま
れ
育
っ
た
父
は
、
富

士
山
に
支
え
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
自
分

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
富
士
山
の
写
真
を
、
コ
メ
ン
ト

と
共
に
毎
日
父
に
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ

る
日
父
か
ら
、「
毎
日
が
ん
ば
れ
る
の
は
富
士
山
と
咲
耶
の

お
か
げ
だ
な
。」と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
ま
し
た
。
な
ん
だ
か

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
実
は
、
お
年
頃
な
の
で
、
父
と

会
話
す
る
の
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
会
話
が
少
し
増
え
ま
し
た
。
富
士
山
っ
て

パ
ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
た
り
い
や
し
て
く
れ
た
り
す
ご
い
で

す
。
明
日
は
ど
ん
な
富
士
山
が
見
れ
る
か
な
。
父
に
送
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
石
が
大
好
き
だ
。
夢
は
、
自
分
が
ほ
っ
た
り
集

め
た
り
し
た
石
の
は
く
ぶ
つ
館
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
石
は
キ

レ
イ
で
、
見
て
い
て
あ
き
な
い
。

　
そ
の
中
で
も
、
富
士
山
の
よ
う
岩
石
が
好
き
だ
。
赤
や
こ

げ
茶
、
う
す
黒
、
は
い
色
、
黒
が
ま
ざ
っ
た
色
で
、
ご
つ
ご

つ
し
て
い
て
お
も
し
ろ
い
形
を
し
て
い
る
。
ぼ
く
の
小
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
「
大
宮
の
森
」
と
い
う
場
所
が
あ
る
。
そ
こ

は
、
よ
う
岩
石
が
ご
ろ
ご
ろ
落
ち
て
い
て
わ
く
わ
く
す
る
。

一
度
、
家
に
持
っ
て
帰
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
に
き
ょ
か
な
く

持
っ
て
帰
っ
た
ら
、
だ
め
だ
と
言
わ
れ
て
も
ど
し
た
。

　
き
ょ
年
、
富
士
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
り
よ
う
岩
石
を
た

く
さ
ん
見
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
あ
っ
た
。
足
元
に
ご
ろ

ご
ろ
あ
っ
て
何
度
も
こ
ろ
び
そ
う
に
な
っ
た
。
小
さ
い
よ
う

岩
石
か
ら
、
く
っ
つ
い
て
も
の
す
ご
く
大
き
な
よ
う
岩
石
も

あ
っ
た
。
一
万
年
以
上
前
の
ふ
ん
火
で
流
れ
て
か
た
ま
っ
た

ん
だ
と
山
小
屋
の
人
に
聞
い
た
。
今
は
ぼ
く
の
手
に
入
ら
な

い
よ
う
岩
石
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
き
ょ
か
を
も
ら
っ
て
自

分
の
た
て
た
石
の
博
物
館
に
か
ざ
り
た
い
。
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富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

𠮷
田
　
安
里

長
嶋
　
奈
都

　
私
は
五
月
の
半
ば
に
修
学
旅
行
で
京
都
を
訪
れ
た
。
い
つ

も
方
角
を
富
士
山
で
確
認
し
て
い
た
私
は
目
標
物
の
な
い
京

都
の
町
に
少
し
の
違
和
感
と
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
で
も
京
都

に
は
静
岡
に
は
な
い
魅
力
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
厳
か
な
寺
院

や
青
紅
葉
の
風
景
を
味
わ
っ
た
。
ま
た
た
く
間
に
三
日
目

の
タ
ク
シ
ー
研
修
が
始
ま
り
、
私
は
外
国
人
の
多
さ
に
驚
い

た
。
英
語
が
大
好
き
な
私
は
す
ぐ
に
近
く
に
い
る
外
国
人
の

男
性
二
人
に
話
し
か
け
て
み
た
。
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
た
と
笑

顔
で
教
え
て
く
れ
た
一
人
の
男
性
が
私
に
「
あ
な
た
は
日
本

の
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
す
か
。」と
聞
か
れ
た
。
静
岡
だ
と
い

く
ら
英
語
で
答
え
て
も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
私
は
が
っ
か
り

し
た
。
そ
こ
で
私
は
「
富
士
山
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
で

す
。」
と
答
え
て
み
た
。
男
性
二
人
は
顔
を
輝
か
せ
私
に
「
富

士
山
に
な
ら
二
度
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
よ
。」
と
教
え
て
く
れ

た
。
そ
の
時
私
は
英
語
が
伝
わ
っ
た
事
を
う
れ
し
く
思
う
と

と
も
に
、
私
の
町
の
「
富
士
山
」
は
こ
ん
な
に
遠
い
国
に
ま
で

顔
を
出
し
て
い
る
の
か
と
と
て
も
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　
小
学
四
年
生
の
春
、
私
は
父
と
富
士
登
山
へ
出
か
け
た
。

い
つ
も
家
の
窓
か
ら
見
て
い
る
富
士
山
に
登
れ
る
と
思
う

と
、
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
で
も
実
際
に
登
っ
て
み
る

と
、
酸
素
も
う
す
く
、
つ
ら
く
、
く
る
し
か
っ
た
。
五
合
目

か
ら
登
っ
て
、
六
合
目
ま
で
進
む
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
登
り

は
じ
め
で
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
も
う
、
帰
り
た
い
。
そ
う
思
っ
た
時
だ
っ
た
。
父
が
富
士

山
へ
向
か
う
と
中
で
買
っ
た
袋
入
り
の
お
か
し
を
く
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
お
か
し
を
見
て
お
ど
ろ
い
た
。
ぷ
く
ー
っ
と

ふ
く
ら
ん
で
い
た
の
だ
。「
お
も
し
ろ
い
よ
ね
。
い
つ
も
は

ふ
く
ら
ん
だ
り
し
な
い
の
に
。
こ
れ
も
富
士
山
に
登
ら
な
い

と
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
よ
。
」
お
父
さ
ん
が
言
っ
た
「
こ

れ
も
」
に
は
、
疲
れ
た
私
の
体
の
こ
と
や
、
い
つ
も
は
青
色

に
見
え
る
富
士
山
が
ほ
ん
の
り
赤
色
だ
と
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
、
い
ろ
ん
な
意
味
が
入
っ
て
い
た
の
だ
と
、
後
々
気
が
つ

い
た
。
そ
し
て
、
中
学
一
年
生
に
な
っ
た
。
私
は
こ
れ
か
ら

も
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
い
ろ
ん
な
気
づ
き
を
得
る

こ
と
だ
ろ
う
。
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静
岡
県
富
士
見
中
学
校

佐
野
　
旬
太
朗

　
僕
の
父
は
、
富
士
山
の
湧
水
を
利
用
し
て
小
豆
を
煮
て
ス

イ
ー
ツ
を
作
り
、
観
光
に
来
た
日
本
人
は
も
ち
ろ
ん
海
外
の

方
達
を
相
手
に
商
売
を
し
て
い
る
。
富
士
山
の
恵
み
の
一
つ

で
あ
る
湧
水
は
全
国
に
も
知
れ
渡
り
今
で
は
知
ら
な
い
人
は

い
な
い
。
水
道
水
と
違
い
、
何
年
も
か
け
て
、
ろ
過
さ
れ
、

磨
か
れ
た
水
は
、
自
然
の
養
分
も
た
っ
ぷ
り
の
天
然
の
宝
の

水
に
な
る
。
何
十
年
も
か
け
て
雪
溶
け
水
が
湧
く
と
い
う
の

を
聞
い
た
と
き
驚
い
た
。
ど
こ
を
ど
ん
な
ふ
う
に
旅
し
て
富

士
宮
ま
で
来
た
の
か
と
思
う
と
水
に
聞
い
て
み
た
く
な
る
。

こ
の
水
で
調
理
し
た
も
の
は
、
ひ
と
味
違
う
と
よ
く
聞
く
。

富
士
山
の
魔
法
で
お
い
し
く
な
る
の
だ
。
お
か
げ
で
、
僕
の

父
は
毎
日
忙
し
い
。
僕
の
大
好
き
な
炭
酸
水
に
も
、
富
士
山

の
湧
水
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ラ
ベ
ル
に
は
書
い
て
い
な
い

が
テ
レ
ビ
で
富
士
宮
の
「
湧
水
」
を
使
う
、
と
聞
い
た
。
自

分
の
家
で
炭
酸
ガ
ス
を
入
れ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
な
が
ら

つ
い
買
っ
て
し
ま
う
。

　
今
日
も
富
士
山
の
恵
み
に
感
謝
し
て
、
父
は
「
あ
ん
こ
作

り
」
に
朝
早
く
か
ら
汗
を
流
し
て
い
る
。

高
校
生
・
成
人
の
部
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静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

篠
原
　
心
花

　
私
が
ま
だ
小
学
校
一
年
生
の
頃
、
富
士
山
に
手
紙
を
書
き

ま
し
た
。
今
と
は
異
な
り
、
徒
歩
で
登
下
校
を
し
た
当
時

は
、
真
夏
の
鬱
陶
し
い
暑
さ
の
帰
り
道
、
富
士
山
を
ず
っ
と

眺
め
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
山
と
い
う
印
象
し
か
な
か
っ

た
そ
の
頃
、
ど
ん
な
手
紙
を
書
い
た
の
か
私
は
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
慣
れ
た
通
学
路
は
突
如
と
し
て
変
化
し
ま

し
た
。
私
は
転
校
し
た
の
で
す
。
ま
だ
入
学
し
て
二
年
だ
と

い
う
の
に
、
初
め
て
の
大
き
な
寂
し
さ
と
怒
り
を
両
親
に
ぶ

つ
け
た
の
で
し
た
。
ど
れ
だ
け
泣
い
て
も
、
怒
っ
て
も
転
校

の
事
実
は
変
わ
ら
な
い
。
残
り
少
な
い
通
学
路
か
ら
の
富
士

山
を
私
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
見
て
い
た
だ
ろ
う
。
幸
い
私
の

転
校
先
は
、
同
じ
富
士
山
の
見
え
る
環
境
で
、
そ
れ
ほ
ど
遠

く
離
れ
た
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
年
生
か
ら
新

た
な
学
校
、
環
境
。
正
直
辛
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な

当
時
の
辛
さ
を
打
ち
消
し
て
く
れ
た
存
在
こ
そ
が
、
私
の
変

わ
っ
た
環
境
の
中
で
、
唯
一
変
わ
ら
な
か
っ
た
大
き
な
山
、

富
士
山
で
し
た
。
高
校
生
と
な
っ
た
今
で
も
、
変
わ
ら
な
い

あ
な
た
を
眺
め
て
い
ま
す
。
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茨
城
県　

つ
く
ば
市

市
川
　
ま
る
み

　
富
士
山
を
描
い
た
作
品
が
、
我
が
家
に
は
二
点
あ
る
。
ど

ち
ら
も
我
が
子
と
の
思
い
出
の
作
品
だ
。
か
つ
て
、
茨
城
に

住
む
私
は
、
夫
の
故
郷
を
初
訪
問
す
べ
く
、
新
富
士
駅
を
降

り
た
。
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
見
え
る
圧
巻
の
富
士
山
に
、
思
わ

ず
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い
た
。
一
瞬
で
虜
と
な
っ
た
。
富
士
山

の
周
り
を
ド
ラ
イ
ブ
。
各
所
名
所
を
観
て
回
っ
た
。
時
間
や

天
候
、
見
る
場
所
ご
と
に
姿
を
変
え
る
富
士
山
。
そ
の
姿
は

ず
っ
と
脳
裏
に
残
っ
て
い
た
。

　
や
が
て
、
私
は
第
一
子
を
産
ん
だ
。
我
が
子
の
将
来
を
想

う
。
そ
こ
に
あ
の
日
の
富
士
山
を
見
た
。
か
つ
て
旅
路
の
途

中
、
山
中
湖
で
見
た
富
士
山
と
白
鳥
の
景
色
、
そ
れ
を
手
形

足
形
ア
ー
ト
で
。
小
さ
な
足
は
富
士
山
と
白
鳥
、
小
さ
な
手

は
富
士
山
か
ら
覗
く
太
陽
。
生
ま
れ
た
て
の
今
を
残
し
た
。

き
っ
と
富
士
山
の
よ
う
に
大
き
く
、
た
く
ま
し
く
、
の
び
の

び
と
。
一
歳
の
誕
生
日
に
は
富
士
山
型
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ー

ト
。
ひ
と
ま
わ
り
大
き
な
太
陽
の
手
形
も
健
在
だ
。
月
日
が

経
ち
、
子
が
走
り
回
る
今
日
こ
の
日
も
壁
の
富
士
山
は
優
し

く
家
族
を
照
ら
し
て
い
る
。

優 秀 賞
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●
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富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

小
林
　
日
向

植
松
　
李
都

上
田
　
向
夏

　
ぼ
く
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は
六
年
生
で
、
七

月
十
日
の
ふ
じ
山
お
山
び
ら
き
に
村
山
せ

ん
げ
ん
じ
ん
じ
ゃ
へ
行
っ
た
お
は
な
し
を

聞
き
ま
し
た
。
ふ
じ
山
に
の
ぼ
る
人
の
あ

ん
ぜ
ん
を
お
い
の
り
し
た
り
う
た
を
う

た
っ
た
り
し
た
み
た
い
で
す
。
ふ
じ
山

は
、
き
れ
い
だ
な
と
か
た
い
ふ
う
か
ら
ま

も
っ
て
く
れ
た
の
か
な
と
か
見
る
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
が
お

い
の
り
し
て
み
ん
な
で
ま
も
っ
て
い
る
こ

と
を
し
っ
た
ら
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
も
行
く
か
ら
ま
っ
て
て
ね
。
い
つ
も

あ
り
が
と
う
。

　
わ
た
し
は
い
ま
、
ち
あ
だ
ん
す
を
ま
い

に
ち
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る

よ
。
は
じ
め
は
で
き
な
か
っ
た
わ
ざ
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
。
お
ね
え
さ

ん
た
ち
が
す
た
ん
つ
で
、
た
か
く
と
ん
で

い
る
の
が
す
ご
く
か
っ
こ
よ
く
て
、
い
つ

か
わ
た
し
も
、
た
か
く
と
ん
で
み
た
い

な
。
そ
し
た
ら
ふ
じ
さ
ん
に
も
み
て
い
て

ほ
し
い
な
。
ふ
じ
さ
ん
ま
で
は
た
か
く
と

べ
な
い
け
ど
、
び
っ
く
り
す
る
ぐ
ら
い
と

ん
で
み
せ
る
ね
。

　
わ
た
し
は
、
ま
だ
一
か
い
も
ふ
じ
さ

ん
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
か
お
と
な
に
な
っ
て
、
ふ
じ
さ
ん

に
あ
い
に
い
き
た
い
で
す
。
ふ
じ
さ
ん

は
さ
む
い
と
き
い
て
い
る
の
で
、
や
ま

ご
や
で
あ
た
た
か
い
う
ど
ん
を
た
べ
た

い
で
す
。
ふ
じ
さ
ん
か
ら
の
ほ
し
ぞ
ら

を
み
て
ね
ま
す
。
ち
ょ
う
じ
ょ
う
ま
で

が
ん
ば
っ
て
の
ぼ
っ
た
ら
、
あ
さ
ひ
を

み
た
い
で
す
。
ち
ょ
う
じ
ょ
う
の
ゆ
う

び
ん
き
ょ
く
で
、
か
ぞ
く
に
て
が
み
を

だ
し
ま
す
。
け
し
き
が
か
わ
る
の
を
み

な
が
ら
、
ふ
じ
の
み
や
の
ま
ち
に
か
え

り
た
い
で
す
。
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●
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●

●
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校	

近
森
　
陽
咲

内
藤
　
広
真

中
村
　
航	

　

　
わ
た
し
は
、
も
う
二
年
生
に
な
り
ま

し
た
。
で
も
ま
だ
一
人
で
学
校
に
い
く

の
は
ふ
あ
ん
で
す
。
あ
る
く
と
ち
ゅ
う

で
ふ
じ
さ
ん
が
み
え
る
と
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
て
る
気
が
し
て
、
す

こ
し
ゆ
う
き
が
わ
い
て
き
ま
す
。
大
き

く
て
、
や
さ
し
い
ふ
じ
さ
ん
が
い
る
か

ら
、
わ
た
し
も
が
ん
ば
ろ
う
と
思
え
ま

す
。
い
つ
も
み
ま
も
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
わ
た
し
も
ふ
じ
さ
ん
み
た
い

に
つ
よ
く
て
、
や
さ
し
い
人
に
な
り
た

い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
雨
が
ふ
ら
な
く

て
、
田
ん
ぼ
の
水
が
な
か
っ
た
り
、
水
道

の
水
が
出
な
か
っ
た
り
し
て
こ
ま
っ
て
い

る
人
が
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
し
り
ま
し

た
。
で
も
、
ぼ
く
が
す
ん
で
い
る
富
士
宮

市
で
は
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
り
ゆ
う
を
お
と
う
さ
ん
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、

「
富
士
山
か
ら
わ
き
水
が
出
て
い
る
か
ら

だ
よ
。」

と
、
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

そ
れ
を
聞
い
て
あ
ら
た
め
て
い
い
た
い
で

す
。

「
富
士
山
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
水
を
あ
り

が
と
う
。」

　
ぼ
く
は
毎
朝
学
校
に
行
く
と
き
、
家
を

出
た
ら
富
士
山
を
見
ま
す
。

　
雲
の
ぼ
う
し
を
か
ぶ
っ
て
い
た
り
、

く
っ
き
り
し
て
い
た
り
、
さ
む
く
な
っ
た

ら
雪
が
つ
も
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
天
気
が
悪
く
て
全
然
見
え
な
い
日

は
、
少
し
さ
み
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
富
士
山
の
ほ
う
に
む
か
っ
て
歩

い
て
学
校
に
行
き
ま
す
。
今
日
の
漢
字
い

や
だ
な
体
育
き
つ
い
な
と
か
、
昨
日
、
お

友
だ
ち
と
け
ん
か
し
た
か
ら
き
ま
ず
い
な

と
か
色
々
考
え
た
り
す
る
け
ど
、
富
士
山

が
見
え
た
ら
、

「
で
っ
か
い
な
ー
。
か
っ
こ
い
い
な
ー
。」

　
と
思
っ
て
元
気
が
出
て
学
校
に
行
く
力

が
わ
き
ま
す
。

　
大
昔
の
人
達
も
こ
う
や
っ
て
富
士
山
か

ら
元
気
や
力
を
も
ら
っ
て
い
た
の
か
な
。

ず
っ
と
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
を
守
っ
て
来

て
く
れ
た
の
か
な
。
ぼ
く
も
富
士
山
を
見

て
大
き
く
な
っ
た
ら
そ
ん
な
人
に
な
り
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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●

●
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富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

富
士
宮
市
立
東
小
学
校	

富
士
宮
市
立
東
小
学
校	

遠
藤
　
芽
依

三
須
　
衣
織

渡
邉
　
英
岳

　
わ
た
し
が
富
士
山
を
テ
レ
ビ
い
が
い
で

こ
ん
な
近
く
で
見
た
の
は
は
じ
め
て
で
し

た
。
富
士
宮
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
に
見

え
る
の
だ
な
。
と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し

は
も
と
も
と
東
京
に
す
ん
で
い
ま
し
た

が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
の

と
こ
ろ
で
は
東
京
で
し
た
が
、
晴
れ
て
い

れ
ば
富
士
山
の
上
の
部
ぶ
ん
は
見
え
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ
で
は
ほ
ぼ
毎
日
見

え
る
か
ら
富
士
宮
に
来
て
よ
か
っ
た
な
。

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
富
士
宮
で

は
じ
め
て
富
士
山
を
見
た
時
、
す
っ
ご
く

大
き
く
て
き
れ
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
家
で
水
を
の
ん
だ
時
、
き
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
東
京
の
水
よ

り
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ

が
す
ご
く
水
が
き
れ
い
な
こ
と
や
、
自
ぜ

ん
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
富
士
山
の
お
か

げ
な
の
か
な
。
と
思
い
ま
し
た
。
富
士
山

が
夏
に
な
る
と
雪
が
と
け
る
の
を
知
っ
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
富
士
山
に
し
つ
も

ん
で
す
。
富
士
山
に
は
友
だ
ち
が
い
ま
す

か
。
い
た
ら
聞
い
て
み
た
い
け
ど
む
り
か

な
。
も
し
い
な
か
っ
た
ら
友
だ
ち
に
な
ろ

う
。
（
で
き
た
ら
）
ず
っ
と
富
士
宮
に
い

て
ね
。

　
わ
た
し
は
ま
え
ま
で
さ
っ
ぽ
ろ
に
す
ん

で
い
ま
し
た
。
ふ
じ
の
み
や
に
ひ
っ
こ
し

て
き
て
、
お
お
き
な
や
ま
が
あ
り
パ
パ
に

き
い
た
ら
「
あ
れ
は
ふ
じ
さ
ん
だ
よ
。
に

ほ
ん
で
い
ち
ば
ん
お
お
き
な
や
ま
な
ん

だ
。
」
と
お
し
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ん

な
ふ
じ
の
み
や
が
す
ご
い
と
お
も
い
ま
し

た
。
な
つ
や
す
み
に
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら
と
も

だ
ち
が
き
て
、
ち
ゃ
ば
た
け
と
ふ
じ
さ
ん

が
み
え
る
と
こ
ろ
に
い
き
ま
し
た
。
み
ん

な
き
れ
い
と
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て
う
れ
し

く
な
り
ま
し
た
。
い
つ
か
み
ん
な
と
ふ
じ

さ
ん
に
の
ぼ
っ
て
み
た
い
な
。

（
日
本
一
の
ピ
ー
マ
ン
を
そ
だ
て
る
ぞ
。）

　
ぼ
く
は
、
夏
や
す
み
に
ふ
じ
山
で
ピ
ー

マ
ン
は
そ
だ
つ
の
か
と
い
う
自
ゆ
う
け
ん

き
ゅ
う
し
た
よ
。
や
は
り
さ
む
す
ぎ
た
の

か
な
、
そ
だ
た
な
か
っ
た
よ
。
で
も
、
こ

の
け
ん
き
ゅ
う
中
に
、
ふ
じ
山
で
た
く
さ

ん
の
け
ん
き
ゅ
う
し
ゃ
に
出
あ
え
た
よ
。

自
力
は
つ
で
ん
き
を
つ
く
っ
て
う
ご
か
し

て
い
る
人
は
、
七
十
五
さ
い
だ
っ
た
よ
。

ふ
じ
山
は
、
け
ん
き
ゅ
う
の
た
ね
を
い
っ

ぱ
い
も
っ
て
い
て
、
け
ん
き
ゅ
う
し
ゃ
が

あ
つ
ま
る
学
び
の
山
な
の
だ
ね
。

　
わ
た
し
は
い
ま
、
ち
あ
だ
ん
す
を
ま
い

に
ち
が
ん
ば
っ
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
る

よ
。
は
じ
め
は
で
き
な
か
っ
た
わ
ざ
も
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
。
お
ね
ぇ
さ

ん
た
ち
が
す
た
ん
つ
で
、
た
か
く
と
ん
で

い
る
の
が
す
ご
く
か
っ
こ
よ
く
て
、
い
つ

か
わ
た
し
も
、
た
か
く
と
ん
で
み
た
い

な
。
そ
し
た
ら
ふ
じ
さ
ん
に
も
み
て
い
て

ほ
し
い
な
。
ふ
じ
さ
ん
ま
で
は
た
か
く
と

べ
な
い
け
ど
、
び
っ
く
り
す
る
ぐ
ら
い
と

ん
で
み
せ
る
ね
。
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富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

富
士
市
立
岩
松
小
学
校	

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

松
本
　
涼
之
介

菅
谷
　
治
希

伊
藤
　
天
音

　
ぼ
く
は
、
ふ
じ
山
に
は
ふ
し
ぎ
な
力

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
お
母
さ

ん
の
お
な
か
の
中
に
い
る
時
、
お
母
さ

ん
が
ま
ど
の
外
を
見
た
ら
ふ
じ
山
は
大

き
な
雲
に
か
く
れ
て
い
て
見
え
な
か
っ

た
け
ど
、
ぼ
く
が
生
ま
れ
た
し
ゅ
ん
間

に
雲
が
ぱ
ー
っ
と
な
く
な
っ
て
き
れ
い

に
見
え
た
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
妹
が
生
ま
れ
た
日
も
大
雨
で
か
み
な
り

が
な
っ
て
い
て
す
ご
く
天
気
が
わ
る
か
っ

た
け
ど
、
妹
が
生
ま
れ
た
ら
雨
が
や
ん
で

ふ
じ
山
の
よ
こ
に
大
き
な
に
じ
が
見
え
て

う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
っ
て
。
ふ
じ
山
が
お

い
わ
い
し
て
く
れ
た
み
た
い
だ
と
お
母
さ

ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
ぼ
く
は
ふ
じ
山
に
は
ふ
じ

ぎ
な
力
が
あ
っ
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
か
ぞ
く
で
ふ
じ
の
み
や
せ
ん
げ
ん
じ
ん

じ
ゃ
に
い
っ
た
よ
。
ぼ
く
は
、
わ
く
た
ま

い
け
が
す
き
だ
よ
。
み
ず
が
つ
め
た
く
て

と
っ
て
も
き
れ
い
だ
よ
。
お
か
あ
さ
ん

が
、

「
こ
の
い
け
の
み
ず
は
、
ふ
じ
さ
ん
に

ふ
っ
た
あ
め
が
な
が
い
じ
か
ん
か
け
て
わ

き
だ
し
た
み
ず
だ
よ
。」

と
お
し
え
て
く
れ
た
よ
。
ふ
じ
さ
ん
の
え

ね
る
ぎ
い
が
い
っ
ぱ
い
の
み
ず
な
ん
だ
！

と
び
っ
く
り
し
た
よ
。

　
ふ
じ
さ
ん
は
す
ご
い
な
。
も
っ
と
ふ
じ

さ
ん
の
こ
と
を
し
り
た
く
な
っ
た
よ
。

　
ぼ
く
の
両
親
は
ふ
じ
山
が
見
え
る
カ

フ
ェ
を
し
て
い
る
。
毎
年
、
初
日
の
出
え

い
ぎ
ょ
う
が
あ
り
、
お
正
月
の
朝
か
ら
お

客
さ
ん
を
よ
び
、
ぼ
く
も
い
っ
し
ょ
に
初

日
の
出
が
の
ぼ
る
の
を
わ
く
わ
く
し
な
が

ら
待
つ
。
そ
し
て
ふ
じ
山
の
む
こ
う
か
ら

オ
レ
ン
ジ
色
に
か
が
や
く
初
日
の
出
が
見

え
、
お
客
さ
ん
か
ら
、
「
わ
あ
！
」
と
声

が
上
が
る
し
ゅ
ん
間
が
ぼ
く
は
大
す
き

だ
。
そ
し
て
毎
年
い
の
る
ん
だ
。
「
家
族

み
ん
な
が
幸
せ
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」
と
。
ふ
じ
山
、
今
年
も
お
店
や
ぼ
く

た
ち
を
見
守
っ
て
ね
。
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

福
地
　
花
菜

山
泉
　
晴
太
郎

稲
葉
　
健
太

　
私
の
学
校
に
は
昔
か
ら
ア
マ
ゴ
と
い

う
魚
が
い
る
。
三
年
生
に
な
り
、
地
い

き
を
流
れ
る
川
へ
ち
魚
を
放
流
し
に

行
っ
た
。
そ
の
時
お
世
話
に
な
っ
た
長

谷
川
さ
ん
が
、「
こ
の
川
は
ふ
じ
山
か

ら
の
お
く
り
物
の
わ
き
水
で
す
。
だ
か

ら
み
ん
な
も
よ
ご
す
こ
と
な
く
、
川
を

守
っ
て
い
っ
て
ね
。
」
と
お
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
放
し
た
ア
マ
ゴ
も
冷
た
い
わ

き
水
の
川
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
泳
い

で
い
っ
た
。
お
ー
い
！
ア
マ
ゴ
た
ち
。

こ
れ
か
ら
も
ふ
じ
山
か
ら
の
き
れ
い
な

川
で
泳
げ
る
よ
う
に
私
た
ち
が
守
っ
て

い
く
か
ら
ね
！

　
こ
と
し
の
な
つ
は
、
か
な
り
あ
つ
い
。

そ
ん
な
な
か
、
せ
す
じ
を
ぴ
ん
と
し
て
い

る
ふ
じ
さ
ん
は
、
す
ご
い
。
ぼ
く
だ
っ
た

ら
、
た
お
れ
ち
ゃ
う
よ
。
で
も
、
ふ
じ
さ

ん
は
も
ん
く
も
い
わ
ず
、
ひ
と
り
で
し
ず

か
に
た
っ
て
い
る
。
せ
な
か
に
た
く
さ
ん

の
ひ
と
を
の
せ
て
も
、
び
く
と
も
し
な

い
。
そ
ん
な
ふ
じ
さ
ん
を
ぼ
く
は
お
う
ち

の
げ
ん
か
ん
か
ら
、
ま
い
に
ち
お
う
え
ん

し
て
い
る
。

　
ふ
じ
山
今
日
も
あ
つ
い
ね
。
今
日
の
さ

い
高
気
温
は
三
十
五
ど
な
ん
だ
っ
て
。
そ

ん
な
時
、
ぼ
く
は
せ
ん
間
じ
ん
じ
ゃ
の
川

に
あ
そ
び
に
行
く
よ
。
つ
め
た
く
て
き
れ

い
で
と
っ
て
も
気
も
ち
が
よ
く
な
る
よ
。

そ
の
川
の
水
や
、
い
つ
も
の
ん
で
い
る
お

い
し
い
水
も
富
士
山
の
ゆ
き
ど
け
水
か
ら

き
た
ん
だ
よ
っ
て
世
界
い
さ
ん
セ
ン
タ
ー

で
お
し
え
て
も
ら
っ
た
よ
。
富
士
宮
に
す

ん
で
い
る
ぼ
く
た
ち
は
し
ら
な
い
間
に
富

士
山
か
ら
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
っ
て
い
た
ん
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
の
気

も
ち
を
わ
す
れ
ず
に
毎
日
を
す
ご
し
て
い

く
よ
。
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

小
池
　
央
将

藤
田
　
桜	

　

鈴
木
　
蒼
大

　
富
士
山
へ

　
八
月
一
日
に
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に

登
り
に
行
っ
た
よ
。
ほ
う
え
い
山
ま
で

し
か
行
け
な
か
っ
た
け
ど
、
あ
つ
か
っ

た
り
さ
む
か
っ
た
り
、
き
ゅ
う
に
雨
が

ふ
っ
た
り
し
て
、
富
士
山
は
不
思
ぎ
が

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
で
も
、
そ
こ
か

ら
見
た
空
が
き
れ
い
で
、
雨
の
正
体
が

雲
だ
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
富
士

山
っ
て
本
当
に
大
き
い
ん
だ
ね
。
い
つ

か
ぜ
っ
た
い
、
ち
ょ
う
上
登
る
ぞ
！
ま

た
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
る
ね
。

　
ふ
じ
山
、
あ
の
ね
。
わ
た
し
は
夏
休
み

に
、
つ
い
に
て
っ
ぺ
ん
ま
で
の
ぼ
っ
た

よ
。
き
ょ
年
は
、
と
中
ま
で
だ
っ
た
か

ら
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
よ
。
く
も
が

足
の
ず
っ
と
下
に
あ
っ
て
も
こ
も
こ
で
、

の
れ
そ
う
だ
っ
た
よ
。
ご
せ
ん
ぞ
さ
ま

が
、
く
も
に
い
る
み
た
い
で
あ
ん
心
し
た

よ
。
て
っ
ぺ
ん
の
山
小
や
は
と
お
く
か
ら

キ
ラ
キ
ラ
し
て
見
え
て
、
た
か
ら
ば
こ
の

よ
う
だ
っ
た
よ
。「
あ
と
す
こ
し
、
あ
と

す
こ
し
。」
と
が
ん
ば
っ
て
、
つ
い
た
時

は
と
び
は
ね
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
よ
。

ふ
じ
山
、
ま
た
の
ぼ
る
ね
。

　
ふ
じ
さ
ん
、
あ
の
ね
。
そ
ら
の
ぱ
ぱ
、

ふ
じ
さ
ん
で
ひ
と
を
た
す
け
る
お
し
ご
と

だ
よ
。
ぱ
ぱ
は
、
そ
ら
を
お
ん
ぶ
十
か
い

し
て
、
た
す
け
る
れ
ん
し
ゅ
う
を
し
て
い

る
よ
。
ぱ
ぱ
の
し
ご
と
は
、
た
い
へ
ん
そ

う
だ
よ
。
だ
っ
て
、
ふ
じ
さ
ん
は
、
た
か

い
も
ん
。
ぱ
ぱ
は
、
が
ん
ば
っ
て
い
て
え

ら
い
よ
。

　
そ
ら
も
お
お
き
く
な
っ
た
ら
、
け
い
さ

つ
か
ん
に
な
る
よ
。
ど
ろ
ぼ
う
を
つ
か
ま

え
る
し
、
ふ
じ
さ
ん
で
ひ
と
を
た
す
け
る

よ
。
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●
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愛
媛
大
学
教
育
学
部
付
属
小
学
校

埼
玉
県
・
鴻
巣
市
立
鴻
巣
中
央
小
学
校

若
狹
　
早	

　

西
多
　
晃
都

　
五
才
の
冬
、
は
じ
め
て
ふ
じ
さ
ん
を

見
た
よ
。
ぼ
く
は
百
十
五
セ
ン
チ
で
、

ふ
じ
さ
ん
は
ぼ
く
を
た
て
に
五
人
な
ら

べ
た
く
ら
い
に
見
え
た
。
で
も
、
本
当

は
も
っ
と
せ
が
高
い
ん
だ
ね
。
何
を
食

べ
た
ら
そ
ん
な
に
大
き
く
な
れ
る
だ
ろ

う
。
ぼ
く
が
す
き
な
の
は
、
ご
は
ん
と

お
魚
、
お
み
そ
し
る
。
ふ
じ
さ
ん
も
す

き
そ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
し
ょ
。
あ
と
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
る
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

も
大
す
き
で
、
何
回
で
も
お
か
わ
り
で

き
る
よ
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
ぐ
ん
ぐ

ん
大
き
く
な
り
た
い
な
。

　
今
、
ぼ
く
は
百
三
十
セ
ン
チ
。
あ
れ

か
ら
十
五
セ
ン
チ
も
せ
が
の
び
た
よ
。

こ
ん
ど
は
も
っ
と
近
く
で
、
せ
い
く
ら

べ
を
し
た
い
な
。
ふ
じ
さ
ん
は
ど
れ
く

ら
い
大
き
く
な
っ
た
か
な
？

　
ふ
じ
山
へ
　
ふ
じ
山
夏
休
み
は
何
を
し

て
過
ご
し
た
の
？
花
火
を
見
た
？
な
ん
で

こ
ん
な
こ
と
を
聞
く
か
と
い
う
と
、
ぼ
く

の
住
ん
で
い
る
埼
玉
県
か
ら
ふ
じ
山
が
見

え
る
の
は
、
晴
れ
て
い
て
耳
が
痛
い
く
ら

い
寒
い
冬
の
日
だ
け
だ
か
ら
だ
よ
。
だ
か

ら
い
つ
も
ふ
じ
山
の
頭
に
は
白
い
綿
ぼ
う

し
が
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
に
あ
っ
て
る
ん

だ
よ
。
ぼ
く
た
ち
は
、
ふ
じ
山
が
見
え
た

日
は
ラ
ッ
キ
ー
デ
ー
で
大
吉
ぐ
ら
い
も
り

上
が
る
よ
。
で
も
、
み
ん
な
き
っ
と
心
の

中
で
は
一
年
中
会
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
は
ず
。
一
年
中
大
吉
が
一
番
い
い
で

し
ょ
？
ふ
じ
山
に
ず
っ
と
聞
い
て
み
た
い

こ
と
が
あ
る
よ
。
そ
れ
は
、
ふ
じ
山
は
恐

竜
を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
ふ

じ
山
は
ど
れ
く
ら
い
前
か
ら
ふ
じ
山
な
ん

で
す
か
。
大
き
く
な
っ
て
研
究
者
に
な
っ

た
ら
わ
か
る
の
か
な
。
も
う
一
つ
は
、
夜

の
星
を
さ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
日

本
一
背
が
高
い
か
ら
、
ぼ
く
は
き
っ
と
さ

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
い
つ
か
大

き
く
な
っ
た
ら
富
士
山
の
て
っ
ぺ
ん
で
た

し
か
め
て
み
た
い
。
想
像
し
た
ら
早
く
大

人
に
な
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。
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●

●

●

●
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富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

若
林
　
誠
人

村
田
　
悠
真

渡
邊
　
翔
斗

　
僕
は
関
西
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。
神
戸
は

タ
ワ
ー
や
ビ
ル
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
高
い
建
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
見
上
げ
る
ほ
ど

大
き
く
て
富
士
宮
と
は
全
く
ち
が
い
ま
し

た
。
道
路
は
車
通
り
が
は
げ
し
か
っ
た
で

す
。
片
側
だ
け
で
三
車
線
あ
り
、
と
て
も
広

い
道
路
で
し
た
。
大
津
で
は
琵
琶
湖
、
彦
根

で
は
彦
根
城
が
見
え
ま
し
た
。
大
津
や
彦
根

は
山
が
多
く
、
木
や
田
が
た
く
さ
ん
見
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
近
江
富
士
が
見
え
ま
し

た
。
僕
は
、
心
の
中
の
富
士
山
と
比
べ
て
み

ま
し
た
。
形
は
に
て
い
た
け
ど
、
色
や
高
さ

は
ち
が
い
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
い
つ
も
と
ち

が
う
。
僕
は
そ
う
思
い
ま
し
た
。
い
つ
も
見

て
い
た
富
士
山
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
活
の
中
で
富
士
山
が
あ
る
の
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
富
士
山
が
な
い
と
な

ん
だ
か
落
ち
つ
き
ま
せ
ん
。
僕
は
、
富
士
山

を
見
る
と
安
心
し
て
い
た
事
に
気
づ
き
ま
し

た
。
三
日
間
富
士
宮
を
は
な
れ
て
、
僕
は
、

富
士
山
を
見
た
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
僕

に
と
っ
て
富
士
山
は
、
見
守
っ
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、
ほ
っ
と
安
心
で
き

る
存
在
で
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
！

「
ザ
ク
ザ
ク
、
は
あ
は
あ
。」

　
ぼ
く
は
ず
っ
と
登
り
た
か
っ
た
宝
永
山
に

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た
。
じ
ゃ
り

の
登
り
坂
を
が
ん
ば
っ
て
歩
い
て
い
る
の
に

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
時
ど
き
登
っ
て
き
た

道
を
ふ
り
返
る
と
下
の
人
達
が
、
ど
ん
ど
ん

小
さ
く
な
っ
て
最
後
は
ア
リ
の
よ
う
に
小
さ

く
見
え
た
。
火
口
は
、
植
物
が
な
く
岩
や
赤

い
土
が
あ
る
だ
け
で
、
き
ょ
う
竜
が
出
て
き

そ
う
な
場
所
だ
。
一
時
間
く
ら
い
た
つ
と
、

息
が
苦
し
く
な
っ
て
つ
か
れ
が
た
ま
っ
て
き

た
。
曲
が
り
角
で
何
度
も
休
み
な
が
ら
や
っ

と
頂
上
の
道
に
つ
い
た
。
風
が
と
て
も
強
く

て
、
と
ば
さ
れ
そ
う
で
と
て
も
こ
わ
か
っ

た
。
や
っ
と
つ
い
た
頂
上
で
食
べ
た
お
に
ぎ

り
は
と
て
も
お
い
し
く
て
、
つ
か
れ
が
す
こ

し
な
く
な
っ
た
。
下
山
す
る
時
は
、
じ
ゃ
り

を
す
べ
っ
て
お
り
て
登
り
よ
り
も
す
い
す
い

進
む
か
ら
と
て
も
楽
し
い
。
六
合
目
の
山
小

屋
で
、
お
母
さ
ん
が
ラ
ム
ネ
と
記
念
バ
ッ
チ

を
買
っ
て
く
れ
た
。
冷
た
い
ラ
ム
ネ
を
飲
ん

だ
ら
元
気
が
も
ど
っ
て
き
た
。
い
つ
か
富
士

山
の
頂
上
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
空
高
く
そ
び
え
て
、
日
本

を
見
ま
も
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ぼ
く
は
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
て

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
仲
間
に
声
を
か
け
た
り
、
チ
ー
ム
を

ま
と
め
た
り
す
る
の
は
大
へ
ん
だ
け
ど
、
富

士
山
が
ど
ん
な
日
も
ゆ
る
が
ず
に
立
っ
て
い

る
よ
う
に
ぼ
く
も
強
い
心
で
や
り
と
げ
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
日
の
し
合
で
、
は
じ

め
て
柵
を
こ
え
る
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
ま
し

た
。
ボ
ー
ル
が
大
空
に
む
か
っ
て
の
ぼ
っ
て

い
く
の
を
見
た
と
き
ま
る
で
富
士
山
の
て
っ

ぺ
ん
を
め
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
む
ね

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
打
で

し
合
に
勝
ち
仲
間
と
手
を
上
げ
て
よ
ろ
こ
び

合
っ
た
し
ゅ
ん
間
は
、
き
っ
と
一
生
の
宝
物

で
す
。
ぼ
く
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め
は
、
プ
ロ

野
球
せ
ん
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
富
士
山
が

日
本
の
し
る
し
で
あ
る
よ
う
に
ぼ
く
も
い
つ

か
日
本
を
代
表
す
る
せ
ん
手
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

練
習
す
る
の
で
、
富
士
山
ぼ
く
の
こ
と
見
ま

も
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。



56

佳  作
小
学
生
高
学
年
の
部

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校	

上
原
　
悠
空

西
村
　
俐
乃

瀧
　
陽
向	

　

　
去
年
の
十
二
月
か
ら
ぼ
く
は
野
球
を
始
め

た
。
野
球
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
ヒ
ッ
ト

を
打
っ
て
走
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
し
、
相

手
が
打
っ
た
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ア
ウ

ト
に
す
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
。
お
も
し
ろ

く
て
楽
し
く
て
、
土
日
の
練
習
が
楽
し
み
で

し
ょ
う
が
な
い
。

　
そ
の
練
習
場
の
外
野
の
向
こ
う
に
大
き
な

大
き
な
富
士
山
が
で
ん
と
か
ま
え
て
い
る
。

そ
の
富
士
山
を
い
つ
も
見
な
が
ら
練
習
し
て

い
る
と
、
ぼ
く
が
本
当
に
打
ち
た
い
の
は

ヒ
ッ
ト
じ
ゃ
な
く
て
富
士
山
ま
で
と
ど
く

ち
ょ
う
特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ん
だ
！
と
言
い

た
く
な
っ
て
く
る
。
正
直
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
も

打
て
な
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
の
目
標
は
ち
ょ
う

特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
。
そ
し
て
チ
ー
ム
で

一
勝
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は

毎
日
お
父
さ
ん
と
ノ
ッ
ク
や
キ
ャ
ッ
チ
ン

グ
の
練
習
を
し
て
い
る
。
特
大
ホ
ー
ム
ラ

ン
の
た
め
に
は
足
の
力
も
必
要
だ
か
ら
マ

ラ
ソ
ン
も
し
て
い
る
。

　
待
っ
て
い
ろ
よ
、
富
士
山
。
い
つ
か
富

士
山
ま
で
と
ど
く
ち
ょ
う
特
大
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
て
見
せ
る
ぞ
！

　
私
は
静
岡
県
富
士
宮
市
に
住
ん
で
い
る
、

小
学
五
年
生
で
す
。

　
富
士
山
、
今
年
の
夏
休
み
に
、
大
学
生
の

兄
が
、
北
海
道
出
身
で
、
同
じ
大
学
に
通
っ

て
い
る
友
達
に
さ
そ
わ
れ
て
富
士
山
に
登
る

事
に
な
り
ま
し
た
。
兄
が
富
士
山
に
登
る
事

が
決
ま
っ
て
か
ら
、
毎
日
今
日
は
富
士
山
が

見
え
る
か
な
？
今
日
は
雨
だ
か
ら
富
士
山
が

み
れ
な
い
ね
。
今
日
は
晴
れ
て
る
か
ら
富
士

山
が
き
れ
い
に
見
え
る
ね
。
と
、
家
族
で
富

士
山
の
話
で
楽
し
む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
っ
て
、
兄
が
神
奈
川
県
に
あ

る
大
学
の
り
ょ
う
か
ら
友
達
と
一
緒
に
富
士

山
に
登
る
た
め
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
兄
が

富
士
山
に
登
っ
て
い
る
時
に
携
帯
電
話
で
富

士
山
の
景
色
を
た
く
さ
ん
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て
、
私
も
一
緒
に
登
っ
て
い

る
気
分
に
な
れ
て
、
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

富
士
山
の
お
か
げ
で
み
ん
な
が
楽
し
く
す
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
も
い
つ
か
、
友

達
と
富
士
山
に
登
る
時
が
来
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
て
、
あ
り
が

と
う
。

　
令
和
六
年
六
月
十
六
日
、
私
の
大
好
き

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
あ
な
た
の
こ
と
が
大
好
き

で
し
た
。
私
の
通
う
小
学
校
は
あ
な
た
の
ふ

も
と
に
あ
っ
て
、
毎
日
あ
な
た
の
姿
を
見
上

げ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
毎
日
私
を

小
学
校
へ
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
春
に

は
「
雪
解
け
が
進
ん
で
ふ
も
と
の
桜
と
一
緒

に
見
る
の
が
き
れ
い
な
ん
だ
よ
。」
夏
に
は

「
す
っ
か
り
雪
が
な
く
な
っ
て
青
々
し
て
き

た
よ
。
夏
は
雲
で
姿
を
か
く
し
ち
ゃ
う
か
ら

さ
み
し
い
な
。」
秋
に
は
「
そ
ろ
そ
ろ
雪
が

つ
も
る
か
な
。」
初
か
ん
雪
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
冬
に
な
る
と
「
こ
の
姿
が
じ

い
じ
は
大
好
き
な
ん
だ
よ
。
雪
化
粧
し
て
美

し
い
と
思
う
ん
だ
。」
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ

も
あ
な
た
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
毎

日
あ
な
た
を
気
に
し
て
い
て
ま
る
で
あ
な
た

に
恋
を
し
て
い
る
み
た
い
で
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
私
は
あ
い
か
わ
ら
ず
あ
な
た
を
見
上

げ
て
、
あ
な
た
を
見
る
た
び
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
い
つ
も
美
し

い
姿
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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千
葉
県
・
鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校	

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

瀧
田
　
理
一

三
澤
　
桃
矢

櫻
井
　
音
夢

　
去
年
の
十
二
月
か
ら
ぼ
く
は
野
球
を
始
め

た
。
野
球
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
ヒ
ッ
ト

を
打
っ
て
走
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
し
、
相

手
が
打
っ
た
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
ア
ウ

ト
に
す
る
こ
と
も
お
も
し
ろ
い
。
お
も
し
ろ

く
て
楽
し
く
て
、
土
日
の
練
習
が
楽
し
み
で

し
ょ
う
が
な
い
。

　
そ
の
練
習
場
の
外
野
の
向
こ
う
に
大
き
な

大
き
な
富
士
山
が
で
ん
と
か
ま
え
て
い
る
。

そ
の
富
士
山
を
い
つ
も
見
な
が
ら
練
習
し
て

い
る
と
、
ぼ
く
が
本
当
に
打
ち
た
い
の
は

ヒ
ッ
ト
じ
ゃ
な
く
て
富
士
山
ま
で
と
ど
く

ち
ょ
う
特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ん
だ
！
と
言
い

た
く
な
っ
て
く
る
。
正
直
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
も

打
て
な
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
の
目
標
は
ち
ょ
う

特
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
。
そ
し
て
チ
ー
ム
で

一
勝
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
ぼ
く
は

毎
日
お
父
さ
ん
と
ノ
ッ
ク
や
キ
ャ
ッ
チ
ン

グ
の
練
習
を
し
て
い
る
。
特
大
ホ
ー
ム
ラ

ン
の
た
め
に
は
足
の
力
も
必
要
だ
か
ら
マ

ラ
ソ
ン
も
し
て
い
る
。

　
待
っ
て
い
ろ
よ
、
富
士
山
。
い
つ
か
富

士
山
ま
で
と
ど
く
ち
ょ
う
特
大
ホ
ー
ム
ラ

ン
を
打
っ
て
見
せ
る
ぞ
！

　
令
和
六
年
六
月
十
六
日
、
私
の
大
好
き

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
あ
な
た
の
こ
と
が
大
好
き

で
し
た
。
私
の
通
う
小
学
校
は
あ
な
た
の
ふ

も
と
に
あ
っ
て
、
毎
日
あ
な
た
の
姿
を
見
上

げ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
毎
日
私
を

小
学
校
へ
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
春
に

は
「
雪
解
け
が
進
ん
で
ふ
も
と
の
桜
と
一
緒

に
見
る
の
が
き
れ
い
な
ん
だ
よ
。」
夏
に
は

「
す
っ
か
り
雪
が
な
く
な
っ
て
青
々
し
て
き

た
よ
。
夏
は
雲
で
姿
を
か
く
し
ち
ゃ
う
か
ら

さ
み
し
い
な
。」
秋
に
は
「
そ
ろ
そ
ろ
雪
が

つ
も
る
か
な
。」
初
か
ん
雪
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
冬
に
な
る
と
「
こ
の
姿
が
じ

い
じ
は
大
好
き
な
ん
だ
よ
。
雪
化
粧
し
て
美

し
い
と
思
う
ん
だ
。」
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
い
つ

も
あ
な
た
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
毎

日
あ
な
た
を
気
に
し
て
い
て
ま
る
で
あ
な
た

に
恋
を
し
て
い
る
み
た
い
で
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
私
は
あ
い
か
わ
ら
ず
あ
な
た
を
見
上

げ
て
、
あ
な
た
を
見
る
た
び
に
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
い
つ
も
美
し

い
姿
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
富
士
山
、
四
年
目
の
富
士
登
山
で
、
ず
っ

と
見
た
か
っ
た
景
色
が
見
れ
た
よ
。
そ
の
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
。
五
合
目
か
ら
登
り
始
め

て
四
時
間
、
や
っ
と
山
小
屋
に
着
い
た
。
夜

は
遠
く
に
小
さ
な
花
火
が
見
え
た
。
今
年
も

山
小
屋
か
ら
花
火
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
。
だ
け
ど
長
く
は
見
て
い
ら
れ
な
い
。

明
日
の
た
め
に
早
く
寝
な
き
ゃ
。
そ
し
て
朝

二
時
過
ぎ
に
山
小
屋
を
出
発
し
た
。
寝
て
い

る
人
も
い
る
か
ら
静
か
に
。
外
は
ま
だ
暗

い
。
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
頼
り
に
登
る
け
ど
、

そ
れ
で
も
道
は
暗
く
て
、
岩
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し

て
い
て
、
痛
く
て
冷
た
い
風
が
吹
き
つ
け
て

き
て
…
…
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
い
る
の

に
、
な
ぜ
か
心
細
か
っ
た
。
そ
し
て
山
頂
で

は
、
東
の
空
が
よ
く
見
え
る
場
所
を
探
し

た
。
真
夏
な
の
に
凍
え
る
ほ
ど
寒
い
し
、
ひ

ど
く
疲
れ
た
。
い
つ
の
間
に
か
辺
り
は
薄
い

ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
、
ま
ぶ
し
く
光
る
太
陽

が
姿
を
現
し
た
。
僕
の
心
は
パ
ッ
と
晴
れ

て
体
の
力
も
抜
け
た
。
そ
う
、
ず
っ
と
見
た

か
っ
た
山
頂
か
ら
の
御
来
光
だ
。
僕
は
こ
の

景
色
を
一
生
忘
れ
な
い
。
あ
り
が
と
う
、
富

士
山
。

　
ぼ
く
は
、
富
士
山
に
伝
え
た
い
。
い
つ
も

近
く
で
み
ん
な
を
見
守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り

が
と
う
。
ゆ
う
気
を
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
。
富
士
山
の
歌
に
も
あ
る
、〝
富
士
は
日

本
一
の
山
〟
と
い
う
歌
し
が
、
大
す
き
だ
。

　
ぼ
く
は
、
よ
く
休
日
に
出
か
け
る
が
、
白

お
山
公
園
で
見
る
富
士
山
が
一
番
す
き
だ
。

晴
れ
の
日
に
て
ん
望
台
で
富
士
山
を
の
ぞ
い

て
見
る
と
、
富
士
山
が
と
て
も
大
き
く
見
え

る
の
で
、
ま
る
で
富
士
山
が
こ
し
に
手
を
当

て
て
、

「
が
ん
ば
れ
よ
！
」

と
、
応
え
ん
し
て
く
れ
て
い
る
気
分
に
な
る

か
ら
だ
。

　
一
年
を
通
し
て
見
る
富
士
山
は
、
ど
の
き

せ
つ
も
美
し
く
感
じ
る
。
冬
は
み
ん
な
が
あ

つ
着
を
す
る
よ
う
に
、
富
士
山
も
雪
の
衣

し
ょ
う
を
身
に
ま
と
い
、
夏
は
暑
す
ぎ
て
、

シ
ャ
ツ
も
ぬ
い
で
お
母
さ
ん
に
お
こ
ら
れ
る

ぼ
く
と
、
雪
の
衣
し
ょ
う
を
ぬ
い
だ
、
は
だ

か
の
富
士
山
…
…
。
も
し
富
士
山
と
会
話
が

出
来
た
ら
、
ぼ
く
た
ち
は
、
〝
富
士
さ
ん
〟

と
よ
べ
る
仲
に
な
れ
る
気
が
す
る
。

　
私
の
じ
い
じ
は
、
と
て
も
字
を
書
く
の

が
上
手
な
人
で
す
。
私
が
書
き
取
り
の
宿

題
を
や
っ
て
い
る
と
「
も
っ
と
上
手
に
書
き

な
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
「
う
る

さ
い
な
」
と
思
い
な
が
ら
書
き
取
り
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
じ
い
じ
が
七
月
六
日

に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ
う
式

で
使
う
じ
い
じ
の
写
真
を
家
族
で
探
し
て
い

る
と
じ
い
じ
が
使
っ
て
い
た
カ
メ
ラ
が
あ
っ

た
の
で
中
身
を
見
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
写

真
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
富
士
山
の
写

真
も
あ
り
ま
し
た
。
家
の
庭
か
ら
見
た
富
士

山
、
山
か
ら
見
た
富
士
山
、
じ
い
じ
が
こ
ん

な
に
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
私
は
、
ビ
ッ
ク
リ

し
ま
し
た
。
じ
い
じ
の
お
そ
う
式
が
終
わ
っ

て
学
校
の
面
談
が
あ
っ
た
時
先
生
に
「
最
近

字
を
て
い
ね
い
に
書
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

ね
。」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
自
分
で
は
そ

ん
な
こ
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
心
の
中

に
じ
い
じ
の
言
葉
が
の
こ
っ
て
い
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。
じ
い
じ
は
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
し
っ
か
り
持
ち
な
さ
い
と
い
う
人

で
し
た
。
私
は
心
の
底
か
ら
じ
い
じ
に
あ
り

が
と
う
を
言
い
た
い
で
す
。
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富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校	

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤
　
柊
真

堤
　
悠
真

佐
野
　
美
賢

「
こ
れ
で
ま
た
富
士
山
を
た
く
さ
ん
と
れ

る
。」
去
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

で
、
ぼ
く
は
新
し
い
カ
メ
ラ
を
も
ら
っ
た
。

ぼ
く
は
前
に
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
た
。
そ

の
カ
メ
ラ
で
た
く
さ
ん
富
士
山
を
と
っ
て
い

た
の
に
、
す
ぐ
に
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ぼ
く
は
ず
っ
と
決
め
て
い
た
事
が
あ
る
。
そ

れ
は
新
し
い
カ
メ
ラ
で
、
前
よ
り
も
ず
っ

と
い
い
富
士
山
の
写
真
を
と
る
こ
と
だ
。
カ

メ
ラ
を
も
ら
っ
た
日
か
ら
色
々
な
場
所
で

富
士
山
を
と
っ
た
。
ぼ
く
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

ト
は
茶
畑
の
中
に
雪
の
か
ぶ
っ
た
富
士
山
が

「
ド
ン
」
と
立
っ
て
い
て
、
と
て
も
か
っ
こ

い
い
富
士
山
だ
。
こ
の
前
熊
本
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
そ
の
写
真
を
見

せ
た
ら
、
す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
、
ほ
め
て
く

れ
た
。
写
真
だ
け
で
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
る

富
士
山
は
す
ご
い
な
、
と
思
っ
た
。
ぼ
く
は

こ
ん
な
に
か
っ
こ
い
い
富
士
山
を
毎
日
見
れ

る
な
ん
て
幸
せ
だ
な
と
思
っ
た
。
富
士
山
、

毎
日
色
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
富
士
山
の
写
真
を
い
っ
ぱ

い
と
る
ね
。

「
ド
タ
ド
タ
ド
タ
」
階
段
を
降
り
て
く
る
音

が
し
た
。「
今
日
は
富
士
山
が
見
え
て
い
る

よ
。」
昨
日
熊
本
か
ら
あ
そ
び
に
来
て
い
た

い
と
こ
が
言
っ
た
。
い
と
こ
は
去
年
も
静
岡

に
来
て
い
た
け
れ
ど
富
士
山
は
見
れ
な
か
っ

た
の
だ
。
ぼ
く
た
ち
は
す
ぐ
に
服
に
着
替

え
、
家
の
近
く
の
お
気
に
入
り
の
場
所
に

い
と
こ
を
連
れ
て
行
っ
た
。「
こ
の
場
所
は

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る
ん
だ
よ
。」
と

ぼ
く
が
言
っ
た
。
す
る
と
い
と
こ
は
「
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
富
士
山
が
毎
日
見
れ
る
な
ん

て
す
ご
い
ね
。」
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な

が
ら
言
っ
た
。
ぼ
く
は
毎
日
あ
た
り
ま
え
だ

と
思
っ
て
見
て
い
た
富
士
山
だ
っ
た
が
、
あ

ら
た
め
て
富
士
山
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し

た
。
次
の
日
も
、
ま
た
そ
の
次
の
日
も
、
い

と
こ
と
一
緒
に
富
士
山
を
見
た
。
富
士
山
は

毎
日
堂
々
と
し
た
姿
で
ぼ
く
た
ち
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
た
。
ぼ
く
も
富
士
山
の
よ
う
に

堂
々
と
し
て
か
っ
こ
い
い
大
人
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
か
っ
こ
い
い
富
士

山
の
姿
を
、
た
く
さ
ん
見
せ
て
ね
。

　
富
士
山
、
こ
ん
に
ち
は
。
初
め
て
お
手
紙

を
書
き
ま
す
。
私
の
毎
日
は
、
富
士
山
と
共

に
あ
り
ま
す
。

　
朝
は
（
富
士
山
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
）
、
家
を
出
る
時
は
（
富
士
山
、
行
っ

て
き
ま
す
。
）
帰
っ
て
き
た
時
は
（
富
士

山
、
無
事
に
帰
っ
て
来
れ
ま
し
た
。）
と
、

心
の
中
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

　
富
士
山
の
す
が
た
は
、
毎
日
ち
が
う
か

ら
、
見
れ
る
と
う
れ
し
い
し
、
見
え
な
く

て
も
、
そ
こ
に
い
て
く
れ
て
る
の
だ
と
思
う

と
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
ま
だ
、
富
士
山
に
登
っ
た
事
が
あ
り

ま
せ
ん
。
で
も
私
の
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
、
そ
の
お
父
さ
ん
は
二
人
と
も
、
富
士
山

の
登
山
客
の
、
重
い
荷
物
を
、
自
分
の
身
長

よ
り
高
く
つ
ん
で
、
せ
お
っ
て
登
る
、
ご
う

力
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、
私
も
富
士
山
に

登
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
強
い
体
と
心
を
、
持
て

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
見
守
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
。

　
い
つ
も
め
ぐ
み
や
力
を
、
い
っ
ぱ
い
も

ら
っ
て
い
る
の
で
、
私
も
美
し
い
富
士
山
を

守
り
た
い
で
す
。
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●
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●

●
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富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

富
士
市
立
丘
小
学
校	

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

中
野
　
瑛
介

臼
井
　
奏
翔

植
松
　
真
由

　
ぼ
く
が
毎
日
見
て
い
る
美
し
い
富
士
山

は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
四
つ
の
山
か
ら
で

き
て
い
る
こ
と
を
最
近
知
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
陸
上
競
技

を
や
っ
て
い
ま
す
。
百
メ
ー
ト
ル
走
、
走
り

は
ば
と
び
、
ハ
ー
ド
ル
、
リ
レ
ー
な
ど
、

色
々
な
種
目
に
挑
戦
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ぼ

く
は
や
っ
ぱ
り
四
人
で
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
リ

レ
ー
が
好
き
で
す
。

　
リ
レ
ー
は
た
だ
速
く
走
る
だ
け
で
は
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
仲
間
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

タ
イ
ミ
ン
グ
の
相
談
を
し
て
、
た
く
さ
ん
練

習
を
し
な
い
と
、
バ
ト
ン
が
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
は
と
て
も
重

く
感
じ
ま
す
。
で
も
、
四
人
の
バ
ト
ン
が
う

ま
く
つ
な
が
っ
た
ゴ
ー
ル
の
し
ゅ
ん
間
は
、

と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

　
長
い
年
月
を
か
け
て
四
つ
の
山
か
ら
で
き

て
い
る
富
士
山
、
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
四

人
で
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
、
な
ん
だ
か
に
て
い
る

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
富
士
山
く
ら

い
美
し
い
リ
レ
ー
を
、
仲
間
と
走
り
た
い
で

す
。

　
こ
の
前
、
本
で
フ
ェ
ー
ン
現
象
と
い
う
も

の
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ー
ン

現
象
と
い
う
の
は
、
冬
の
寒
い
北
風
が
山
に

当
た
り
、
山
の
北
側
で
は
雪
が
降
り
、
南
側

は
暖
か
く
な
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
最
近
テ
レ
ビ
で
日
本
の
各
地
で
大
雪
が

降
っ
て
交
通
も
う
が
マ
ヒ
し
た
り
、
物
流
が

止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
観

ま
す
。

　
ぼ
く
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
に
長
野
や
新

潟
に
毎
年
行
く
の
で
大
雪
の
大
変
さ
は
よ
く

知
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が
住
ん
で
い
る
富
士

市
は
富
士
山
が
雪
を
止
め
て
く
れ
て
い
る
か

ら
こ
そ
暖
か
く
て
過
ご
し
や
す
い
冬
を
も
た

ら
し
て
く
れ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
雪
化
粧
を
し
て
い
る
富
士
山
は
と
て
も
き

れ
い
だ
け
れ
ど
、
ぼ
く
た
ち
の
た
め
に
体
を

張
っ
て
寒
さ
か
ら
守
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思

う
と
あ
り
が
た
い
こ
と
な
ん
だ
な
と
思
い
ま

す
。

　
あ
り
が
と
う
富
士
山
！

　
い
つ
か
山
頂
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
し
て
み

た
い
な
。

　
富
士
山
こ
ん
に
ち
は
。
私
の
住
ん
で
い
る

所
で
は
と
て
も
よ
く
富
士
山
が
見
え
ま
す
。

そ
ち
ら
は
、
日
本
一
の
景
色
は
い
か
が
で
す

か
？
私
は
ま
だ
自
分
の
足
で
登
っ
て
み
た
こ

と
は
な
い
け
れ
ど
、
い
つ
か
頂
上
ま
で
登
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
一
番

高
い
山
、
そ
し
て
世
界
遺
産
が
こ
ん
な
に

私
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
見
守
っ
て
も
ら
え

る
の
が
幸
せ
で
す
。
こ
の
間
、
三
重
ま
で
家

族
と
旅
行
に
行
っ
た
と
き
、
お
店
の
お
姉
さ

ん
に
「
あ
な
た
達
の
所
は
い
つ
で
も
富
士
山

が
見
え
る
ん
だ
、
幸
せ
ね
ぇ
」
と
言
わ
れ
、

（
そ
う
か
、
こ
っ
ち
の
人
達
は
富
士
山
が
見

え
な
い
ん
だ
）
と
考
え
た
時
、
あ
ん
な
近
く

で
富
士
山
が
見
え
る
の
が
う
れ
し
く
思
え
、

そ
し
て
、
早
く
帰
っ
て
富
士
山
を
見
た
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
帰
っ
て
く
る

と
、
私
は
（
や
っ
ぱ
り
富
士
山
が
見
え
て
い

た
方
が
い
い
。
そ
し
て
、
こ
の
富
士
山
の
見

え
る
富
士
宮
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
。
）
と

思
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
、
富
士
山
を
よ
く

見
上
げ
、
よ
く
富
士
山
が
見
え
る
所
で
、
写

真
を
と
っ
て
い
ま
す
。
私
は
今
、
と
て
も
幸

せ
で
す
。
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富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

加
々
美
　
心
結

宗
田
　
桜
翔

野
原
　
采
紗

　
富
士
山
。
わ
た
し
は
小
学
生
に
な
っ
て
か

ら
毎
年
一
月
一
日
の
が
ん
た
ん
に
ご
来
光
を

見
る
の
が
家
族
で
の
一
年
の
は
じ
ま
り
の
行

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
寒
い
の
に
ご

来
光
を
見
る
と
体
が
あ
た
た
ま
る
よ
う
な
気

が
し
て
、
気
分
が
い
い
で
す
。
そ
の
時
、
わ

た
し
の
う
し
ろ
に
見
え
る
の
が
大
好
き
な
富

士
山
で
す
。
富
士
山
が
ご
来
光
に
あ
た
っ
て

キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
る
の
が
と
て
も
ス
テ
キ

で
大
好
き
で
す
。
二
日
か
三
日
に
は
た
こ
あ

げ
に
行
き
ま
す
。
母
が
わ
た
し
の
あ
げ
た
た

こ
と
き
れ
い
な
富
士
山
を
写
真
に
と
っ
て
く

れ
ま
す
。
家
族
と
し
ん
せ
き
と
い
っ
し
ょ
に

遊
ん
で
い
る
す
が
た
を
大
き
な
富
士
山
が
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

朝
、
げ
ん
か
ん
を
開
け
る
と
、
目
の
前
に
見

え
る
富
士
山
に
、
い
つ
も
元
気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
友
達
に
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
て

つ
ら
い
時
や
お
こ
ら
れ
て
悲
し
い
時
も
、
大

き
な
富
士
山
を
見
る
と
ち
っ
ぽ
け
な
な
や
み

に
感
じ
て
い
や
な
こ
と
を
わ
す
れ
ら
れ
ま

す
。
い
つ
も
元
気
を
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
す
が
た
を
見
せ
つ
づ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
く
の
家
か
ら
は
、
大
き
な
富
士
山
が
見

え
ま
す
。
ぼ
く
の
朝
の
日
課
は
、
犬
の
散
歩

で
す
。
散
歩
と
い
っ
て
も
、
あ
ま
り
歩
か
な

い
犬
な
の
で
、
家
の
う
ら
の
公
園
に
行
く
だ

け
で
す
。
最
近
、
公
園
の
木
に
は
と
が
巣
を

作
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子

育
て
を
見
守
り
な
が
ら
、
卵
か
ら
ひ
な
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ひ
な
が
生
ま
れ
た
時
、
富
士

山
の
雪
は
す
っ
か
り
な
く
な
り
、
緑
色
に
そ

ま
っ
た
富
士
山
が
ぼ
く
と
同
じ
よ
う
に
は
と

の
子
育
て
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

し
た
。
い
つ
ひ
な
が
飛
び
立
つ
の
か
、
楽
し

み
で
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
富
士
山
の
色

は
何
色
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
。

　
毎
日
、
毎
日
同
じ
景
色
だ
と
思
っ
て
い

た
の
が
、
は
と
の
ひ
な
の
成
長
を
見
て
い

る
と
、
少
し
ず
つ
出
来
る
こ
と
が
増
え
、
ぼ

く
の
日
課
の
散
歩
に
も
変
化
が
で
て
き
ま
し

た
。
毎
日
見
て
い
る
富
士
山
も
、
少
し
ず
つ

色
が
変
わ
り
、
た
だ
の
散
歩
が
楽
し
み
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
と
富
士
山
は
、
は
と
の

ひ
な
の
成
長
を
こ
れ
か
ら
も
見
守
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
富
士
山
へ

　
こ
の
前
、
富
士
宮
駅
前
十
六
市
が
二
十
五
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
富
士
宮
駅
前
に
は
、
地
域
の
人
は
も
ち
ろ

ん
、
外
国
か
ら
来
た
人
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま

す
。

　
み
ん
な
富
士
山
を
見
上
げ
な
が
ら
、
笑
顔
で

歩
い
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

　
外
国
の
人
が
富
士
宮
に
来
る
理
由
は
い
ろ
い

ろ
あ
る
け
れ
ど
、
一
番
多
い
の
は
、
や
っ
ぱ
り

富
士
山
を
見
た
り
登
っ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
登
山
の
服
や
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
持
っ
た
外

国
の
人
が
歩
く
姿
を
見
る
と
、
「
や
っ
ぱ
り
富

士
山
は
世
界
の
宝
な
ん
だ
」
と
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
富
士
山
に
会
い
に

来
て
く
だ
さ
い
！

　
青
空
に
そ
び
え
る
夏
の
富
士
山
、
雪
で
真
っ

白
な
冬
の
富
士
山
。
ど
ち
ら
も
心
に
ず
っ
と
残

り
ま
す
。

　
富
士
宮
で
は
、
十
六
市
や
お
祭
り
、
お
い
し

い
食
べ
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
み
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
美
し
く
、
み
ん
な
を
迎
え
て
く

だ
さ
い
。
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富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

愛
知
県
・
豊
橋
市
立
福
岡
小
学
校

木
谷
　
南
翔

志
賀
　
優
龍

　
ね
ぇ
富
士
山
、
日
本
中
が
見
え
る
君
に
聞

き
た
い
事
が
あ
る
ん
だ
。
君
か
ら
見
え
る
日

本
は
平
和
で
す
か
？
ぼ
く
は
今
年
、
戦
没
者

追
悼
式
に
参
加
し
た
。
そ
こ
で
平
和
に
つ
い

て
戦
争
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
今
、

日
本
の
皆
ん
な
は
争
い
が
な
く
幸
せ
に
生
き

て
い
ま
す
か
？
ニ
ュ
ー
ス
で
は
色
々
な
事
を

聞
か
さ
れ
る
。
人
間
同
士
の
事
、
自
然
災
害

の
事
、
お
金
の
事
、
あ
ら
ゆ
る
事
で
人
間
が

泣
い
て
い
る
様
に
も
思
え
る
。

　
ね
ぇ
富
士
山
、
君
に
は
ど
う
い
う
様
に
見

え
て
い
る
の
？
君
の
様
に
大
き
な
森
林
を
持

ち
、
そ
の
森
林
か
ら
キ
レ
イ
な
空
気
、
キ
レ

イ
な
水
を
作
り
出
す
大
き
な
力
。
そ
の
大
き

な
力
は
と
て
も
穏
や
か
で
、
と
て
も
ゆ
っ
く

り
で
、
す
べ
て
時
間
を
か
け
て
日
本
中
を
キ

レ
イ
に
し
て
く
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

感
じ
る
。
君
の
様
な
そ
の
穏
や
か
な
時
間
、

穏
や
か
な
気
も
ち
で
生
き
て
み
た
い
と
感
じ

る
。

　
君
が
ず
っ
と
ぼ
く
を
見
て
く
れ
て
い
る
か

ら
、
ぼ
く
は
一
人
の
人
間
と
し
て
日
本
、
世

界
を
平
和
に
で
き
る
様
に
生
き
て
み
た
い
と

思
う
。

　
ぼ
く
は
、
富
士
山
が
好
き
だ
。
東
海
道
新

幹
線
で
移
動
す
る
と
き
は
、
車
窓
か
ら
必
ず

見
つ
め
、
旅
の
無
事
を
祈
る
。
新
年
の
初
日

の
出
の
テ
レ
ビ
中
継
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て

い
て
、
テ
レ
ビ
の
富
士
山
に
む
か
い
、
新
年

の
願
掛
け
を
し
て
い
る
。
初
日
の
出
と
一
緒

に
テ
レ
ビ
に
映
る
富
士
山
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

富
士
山
の
と
き
は
、
一
年
が
良
い
年
に
な
る

気
が
し
て
、
と
て
も
嬉
し
く
な
る
。
富
士
山

に
は
、
見
る
人
を
幸
せ
に
す
る
力
が
あ
る
と

思
う
。
ぼ
く
は
、
富
士
山
を
と
り
ま
く
ぼ
く

た
ち
の
社
会
は
変
化
し
て
も
、
富
士
山
は
、

昔
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
に
あ
り
、

偉
大
さ
、
厳
し
さ
、
美
し
さ
を
教
え
て
く

れ
て
い
る
と
思
う
。
富
士
山
の
変
わ
ら
な
い

美
し
さ
が
、
人
を
ひ
き
つ
け
、
祈
る
心
を
生

ん
で
い
る
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ぼ
く
た

ち
は
、
富
士
山
の
変
わ
ら
な
い
美
し
さ
を
守

り
、
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
う
。
そ
れ
が
、
富
士
山
と
共
に
生
き
る

こ
と
だ
と
思
う
。
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富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校	

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

富
士
市
立
元
吉
原
中
学
校

石
川
　
旺
雅

滝
浪
　
花
音

ク
リ
ビ
ジ
ェ
ロ
ス 

バ
レ
ン
テ
ィ
ナ

　
七
月
六
日
僕
は
中
学
校
の
部
活
を
引
退
し

ま
し
た
。
富
士
宮
市
は
ど
こ
で
も
富
士
山
が

見
え
て
、
富
士
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
試
合

を
す
る
こ
と
が
多
く
、
い
つ
も
力
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
試
合
に
勝
っ
た
と
き
は
富
士
山

が
近
く
大
き
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
負
け

た
と
き
は
遠
く
小
さ
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
中
体
連
準
決
勝
の
日
は
よ
く
晴
れ
て

い
て
富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
て
い
ま
し

た
。
富
士
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
試
合
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
試
合
は
勝
敗
が
つ
か
な

い
ま
ま
Ｐ
Ｋ
戦
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
果
は
五
対
四
と
あ
と
一
歩
届
か
ず
僕
達
の

部
活
動
は
終
わ
り
を
つ
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ふ
と
富
士
山
を
見
る
と
、
力
強
く
大
き
く
感

じ
ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
、
遠
く
小
さ
く
感

じ
て
い
た
富
士
山
が
真
逆
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
僕
は
そ
れ
を
「
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
よ
。」

と
い
う
富
士
山
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
一
度
節
目

が
つ
い
た
と
思
い
、
高
校
に
向
け
て
気
持
ち

を
き
り
か
え
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
決
め
ま

し
た
。

　
私
の
学
校
は
、
昨
年
度
一
月
か
ら
新
し
い

校
舎
に
な
っ
た
。
入
学
し
て
か
ら
昨
年
度

十
二
月
ま
で
は
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
生
活
を

し
て
い
た
。
歩
く
と
床
が
ぎ
し
ぎ
し
と
音
を

立
て
る
校
舎
の
外
か
ら
は
、
工
事
の
音
が

床
の
き
し
ん
だ
音
な
ん
て
気
に
な
ら
な
い
く

ら
い
大
き
く
聞
こ
え
た
。
時
々
窓
の
外
を
な

が
め
、
壊
さ
れ
て
い
く
旧
校
舎
と
、
ど
ん
ど

ん
形
に
な
っ
て
い
く
新
校
舎
を
な
が
め
て
い

た
。
昨
年
度
十
二
月
頃
教
頭
先
生
が
新
校
舎

を
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
だ
何
も
置
か

れ
て
い
な
い
新
品
の
教
室
達
を
見
て
回
り
、

最
後
に
三
階
の
教
室
を
回
っ
て
い
る
と
、「
こ

の
教
室
の
窓
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
ん
だ

よ
」
と
教
頭
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
学
年

の
皆
で
集
ま
っ
て
窓
の
外
を
見
る
と
、
雪
の

積
も
っ
た
き
れ
い
な
富
士
山
が
見
え
た
。
新

校
舎
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
頭
先
生

が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
場
所
以
外
か
ら
も
富

士
山
が
見
ら
れ
る
と
気
が
付
い
た
。
階
段
の

上
の
窓
か
ら
、
わ
た
り
廊
下
の
窓
か
ら
、
そ

し
て
あ
の
教
室
の
窓
か
ら
。
今
日
も
富
士
山

は
美
し
く
雄
大
な
姿
で
私
達
を
見
守
っ
て
い

る
。

　
わ
た
し
は
日
本
に
来
て
か
ら
、
何
回
も
富

士
山
を
見
ま
し
た
。
駅
か
ら
見
え
る
こ
と
も

あ
り
、学
校
の
遠
足
の
と
き
に
も
見
ま
し
た
。

い
つ
も
大
き
く
て
き
れ
い
で
、
見
つ
け
る
と

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
、
朝
日
に
あ

た
っ
て
い
る
富
士
山
は
美
し
く
て
、
見
て
い

る
と
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
し
た
。
夕
日

に
そ
ま
っ
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る
す
が
た
も

好
き
で
す
。
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、

こ
と
ば
や
生
活
に
ま
だ
な
れ
て
い
な
く
て
、

不
安
で
し
た
。
で
も
、
富
士
山
を
見
る
と
少

し
元
気
が
出
て
、「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
言
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
気
が
し
て
安
心
し
ま
し

た
。

　
富
士
山
は
日
本
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
な
存

在
で
、
や
さ
し
く
て
、
い
つ
も
そ
ば
で
見
ま

も
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
に
元
気
と
安
心
を
あ
た

え
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
か
富
士
山
に
の
ぼ
っ

て
、
上
か
ら
の
け
し
き
を
見
た
い
で
す
。
わ

た
し
は
、
き
せ
つ
の
中
で
、
一
番
す
き
な
き

せ
つ
は
、
春
と
冬
の
富
士
山
で
す
。
冬
は
、

ゆ
き
が
ふ
っ
て
て
き
れ
い
だ
し
、
春
は
、
ゆ

き
が
す
こ
し
つ
も
っ
て
る
か
ら
で
す
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校	

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

鈴
木
　
那
知

清
　
勝
利

幡
野
　
史
織

　
朝
に
見
る
富
士
山
、
お
昼
に
見
る
富
士
山
、

夕
方
に
見
る
富
士
山
、
晴
れ
の
日
、
雨
の
日

に
見
る
富
士
山
、
春
夏
秋
冬
に
見
る
富
士

山
、
ど
れ
も
違
う
富
士
山
で
毎
日
学
校
へ
登

校
す
る
と
き
や
、
下
校
す
る
と
き
の
楽
し
み

で
す
。
私
が
小
学
一
年
生
の
と
き
、
富
士
山

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
、
ポ
ス
タ
ー

を
描
き
ま
し
た
。
大
き
な
三
角
の
形
に
雪
を

ぬ
り
、
青
い
空
と
に
じ
を
並
べ
ま
し
た
。
そ

の
絵
が
入
選
し
て
、
賞
状
と
絵
の
具
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
名
前
を
呼
ば
れ
て
前
に
出
た

と
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
て
胸
が
ド
キ
ド
キ

し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
あ
の
経

験
の
お
か
げ
で
、
自
分
の
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
に
な
り
、
富
士
山
の
姿
も
い
っ
そ
う
特

別
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
富
士

山
を
見
る
た
び
に
、
懐
か
し
い
友
達
に
会
え

た
よ
う
で
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
ま
す
。
富

士
山
は
美
し
く
日
本
一
の
山
で
あ
り
な
が

ら
、
火
山
と
し
て
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
強
さ
と
優
し
さ
が
、
私
た
ち
に
自

然
の
偉
大
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
堂
々
と
し
た
姿
で
立
ち

続
け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
二
〇
一
〇
年
、
私
は
こ
の
富
士
宮
に
生
ま

れ
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
富
士
山
が
あ
る
の

が
当
た
り
前
の
生
活
で
、
富
士
山
の
何
が
す

ご
い
の
か
は
当
時
の
私
に
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
二
〇
二
五
年
、
中
学
三
年
生
だ
。
受
験

生
に
な
り
、
ク
ラ
ス
に
は
ま
だ
笑
顔
が
あ
る

が
、
み
ん
な
受
験
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
。

私
も
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
悩
ん
で
い
た
。

「
志
望
校
に
合
格
で
き
る
の
か
。
こ
の
高
校

で
本
当
に
良
い
の
か
。」
そ
ん
な
こ
と
に
頭

を
支
配
さ
れ
な
が
ら
、
家
に
帰
っ
て
い
る
と

き
だ
っ
た
。
い
つ
も
足
元
ば
か
り
を
見
て
歩

い
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
と
き
だ
け
は
少
し

目
線
を
上
げ
て
み
た
。
す
る
と
、
視
界
に
富

士
山
が
入
っ
て
き
た
。
私
は
目
を
奪
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
と
き
見
た
富
士
山
は
、
と

て
も
大
き
く
堂
々
と
し
て
お
り
、「
何
も
心

配
す
る
こ
と
は
な
い
。
安
心
し
な
さ
い
。」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、

私
は
気
づ
い
た
。
富
士
山
は
人
々
に
勇
気
を

与
え
、
悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の
心
を
癒
や
し

て
い
る
の
だ
と
。
富
士
山
、僕
頑
張
り
ま
す
。

あ
な
た
の
よ
う
に
人
々
に
勇
気
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
に
。

　
私
の
学
校
か
ら
は
富
士
山
が
良
く
見
え
ま

す
。
と
く
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
か
ら
見
る
富

士
山
は
と
て
も
大
き
く
、
迫
力
を
感
じ
ら
れ

ま
す
。
私
は
七
月
に
テ
ニ
ス
部
を
引
退
し
た

ば
か
り
で
、
練
習
に
励
ん
で
い
た
頃
は
と
き

ど
き
東
の
方
を
見
あ
げ
る
と
、
そ
こ
に
は
い

つ
も
富
士
山
が
あ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、
暑
く
て
汗
だ
く
に

な
っ
た
日
も
、急
な
雨
に
驚
い
て
い
た
日
も
、

ず
っ
と
富
士
山
は
そ
こ
に
い
ま
し
た
。
雲
で

か
く
れ
た
り
赤
色
に
染
ま
っ
た
り
、
様
々
な

姿
に
変
化
し
な
が
ら
、
私
達
を
特
別
励
ま
す

こ
と
も
な
く
、
た
だ
そ
こ
に
い
て
安
心
感
を

与
え
て
く
れ
る
存
在
で
し
た
。
引
退
し
て
か

ら
一
ヶ
月
が
た
っ
た
、
夏
休
み
に
用
が
あ
っ

て
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

そ
ば
に
あ
る
部
屋
の
前
を
通
り
す
ぎ
る
と
懐

か
し
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
中
学
校
生
活

の
半
分
以
上
を
過
ご
し
た
そ
の
場
所
か
ら
見

た
富
士
山
は
、
懐
か
し
さ
と
こ
れ
か
ら
の
希

望
で
満
ち
て
い
ま
し
た
。
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富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
中
学
校

山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
中
学
校

御
宿
　
羽
詩

小
野
塚
　
こ
こ
ろ

渡
辺
　
咲
羽

　
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
毎
年
決
ま
っ
て
富

士
の
向
こ
う
の
遠
い
空
を
眺
め
る
。
亡
く

な
っ
た
祖
父
が
馬
に
の
っ
て
富
士
の
向
こ
う

か
ら
帰
っ
て
く
る
と
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
言
わ

れ
て
き
た
か
ら
だ
。

　
私
は
祖
父
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
私
が

産
ま
れ
る
何
年
も
前
に
亡
く
な
っ
た
か
ら

だ
。
祖
父
は
今
の
私
を
見
て
ど
う
思
う
だ
ろ

う
か
。
今
を
生
き
る
私
に
何
を
願
う
だ
ろ
う

か
。
先
人
達
、
そ
し
て
十
万
年
も
前
か
ら
存

在
し
続
け
る
富
士
は
今
の
日
本
や
日
本
人
を

誇
り
に
思
っ
て
く
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
、
私
は
市
の

放
送
に
合
わ
せ
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。
ず
っ

と
平
和
を
祈
り
続
け
て
き
た
日
本
に
と
っ

て
、
今
の
政
治
や
国
民
の
民
度
は
平
和
を
維

持
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
。

　
八
月
十
六
日
、
今
年
も
送
り
火
を
焚
き
富

士
の
向
こ
う
へ
戻
る
祖
父
を
見
送
っ
た
。
そ

し
て
富
士
に
願
う
。
物
騒
な
日
本
に
は
な
り

ま
せ
ん
よ
う
に
。
同
時
に
富
士
へ
誓
う
。
私

達
は
二
度
と
日
本
で
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

と
。

　
私
は
三
年
間
、
弓
道
部
で
青
春
を
過
ご
し

ま
し
た
。
富
士
山
の
目
の
前
に
あ
る
練
習
場

で
二
年
半
、
夜
遅
く
ま
で
矢
を
射
る
日
々
。

矢
が
外
れ
て
悔
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
日
も
、
仲
間
と
笑
い
合
い
な
が
ら
弓

を
引
い
た
日
も
、
部
活
帰
り
の
上
り
坂
か
ら

見
え
る
富
士
山
は
、
い
つ
も
堂
々
と
変
わ
ら

ず
私
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
め
て
弓

を
引
い
た
日
も
、
初
め
て
的
中
し
た
日
も
、

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
富
士

山
は
目
の
前
に
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
会

の
と
き
、
父
が
富
士
山
を
背
景
に
袴
姿
の
私

の
写
真
を
撮
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
袴

姿
の
初
め
て
の
写
真
で
一
生
の
宝
物
の
一

枚
。「
富
士
山
の
よ
う
に
堂
々
と
弓
を
引
い

て
頑
張
り
た
い
」
と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。

試
合
の
朝
、
バ
ス
の
窓
か
ら
見
え
る
富
士
山

は
「
頑
張
れ
」
と
背
中
を
押
し
、
ど
こ
ま
で

も
続
く
大
き
な
姿
は
私
を
優
し
く
包
み
込

み
、
安
心
と
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
私
は
弓
道
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
、
全
力

で
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
富
士
山
、
私

の
青
春
を
共
に
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
。

　「
不
安
だ
な
。」
そ
ん
な
想
い
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
の
は
ク
ラ
ス
替
え
が
行
わ
れ
る
日
の

朝
だ
っ
た
。
環
境
の
変
化
が
苦
手
な
私
は
こ

の
日
、
と
に
か
く
足
取
り
が
重
か
っ
た
。
私

の
頭
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
し
か
思
い
浮

か
ば
ず
、足
元
の
小
石
を
見
つ
め
な
が
ら「
自

分
の
心
も
小
石
み
た
い
に
ち
っ
ぽ
け
だ
」
と

思
い
、
ま
す
ま
す
悲
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
ふ
と
上
を
見
上
げ
る
と
目

の
前
に
富
士
山
が
そ
び
え
て
い
た
。
地
元
に

あ
る
か
ら
普
段
は
気
に
留
め
な
い
け
れ
ど
、

こ
の
時
ば
か
り
は
堂
々
と
変
わ
ら
ず
そ
こ
に

立
つ
姿
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。
ど
ん
な

時
も
同
じ
場
所
で
、
静
か
に
私
た
ち
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
気
づ
け
ば
、
不
思
議

と
勇
気
が
わ
い
て
き
た
。

　
富
士
山
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
も
ら
っ

た
勇
気
や
力
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
前
を
向
い

て
生
き
て
い
く
よ
。
周
り
の
環
境
が
変
わ
っ

て
も
富
士
山
は
い
つ
も
こ
こ
に
い
る
。
そ
れ

だ
け
て
安
心
で
き
る
よ
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど

う
か
見
守
っ
て
い
て
ね
。
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富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

廣
瀨
　
優
彩

佐
野
　
蒼
羽

深
澤
　
希
一

　
ア
タ
リ
マ
エ
、
と
は
何
だ
ろ
う
。
バ
ス
ケ

部
に
入
っ
た
私
は
ふ
と
思
っ
た
。
あ
る
日
他

校
の
コ
ー
チ
が
「
三
年
生
が
シ
ュ
ー
ト
を
い

れ
る
の
は
当
た
り
前
。」
そ
う
言
っ
て
い
た
。

じ
ゃ
あ
、
シ
ュ
ー
ト
を
い
れ
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
当
た
り
前
に
は
な
れ
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
バ
ス
ケ
が
苦
手

だ
っ
た
。
シ
ュ
ー
ト
も
ド
リ
ブ
ル
も
パ
ス
も

体
力
づ
く
り
も
す
べ
て
が
き
ら
い
だ
っ
た
。

体
調
を
く
ず
し
た
部
活
帰
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
に
小
さ
な
シ
ミ
が
ポ
ツ
リ
、
ポ
ツ
リ
と
増

え
て
い
た
。「
ア
タ
リ
マ
エ
」
そ
ん
な
こ
と

も
で
き
な
い
自
分
が
い
や
で
、
い
つ
も
「
ア

タ
リ
マ
エ
」
で
い
る
富
士
山
に
い
ら
だ
っ
た
。

次
の
日
、
い
つ
も
通
り
視
界
に
富
士
山
が
入

る
。
お
も
わ
ず
目
を
見
開
い
た
。
富
士
山
が

夕
日
に
照
ら
さ
れ
、
き
れ
い
な
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
い
つ
も
見
て
い

る
ア
タ
リ
マ
エ
、
の
富
士
山
で
は
な
か
っ
た
。

私
は
気
づ
い
た
。
い
つ
だ
っ
て
「
当
た
り
前
」

は
な
い
ん
だ
と
言
う
こ
と
を
。
い
や
、
富
士

山
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
れ
以
来

「
ア
タ
リ
マ
エ
」に
し
ば
ら
れ
な
い
。
富
士
山
、

あ
り
が
と
う
。

　
神
奈
川
県
に
暮
ら
す
祖
母
は
富
士
山
が
大

好
き
だ
。
天
気
が
い
い
日
に
は
「
富
士
山
の

て
っ
ぺ
ん
が
少
し
見
え
る
よ
。」
と
メ
ー
ル

が
届
く
。
そ
ん
な
日
に
は
私
も
富
士
宮
市
か

ら
見
え
る
大
き
な
富
士
山
を
送
り
返
す
の
が

習
慣
に
な
っ
て
い
る
。

　
あ
る
日
、
そ
ん
な
や
り
と
り
が
も
っ
と
特

別
に
感
じ
ら
れ
た
出
来
事
が
あ
っ
た
。
晴
天

の
日
、
散
歩
に
出
か
け
た
途
中
で
見
た
富
士

山
は
い
つ
に
も
増
し
て
鮮
や
か
で
止
ま
ら
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
ふ
と
祖
母
か
ら
届

い
た
メ
ー
ル
を
見
る
と
、「
富
士
山
が
き
れ

い
だ
ね
。」
と
書
い
て
あ
っ
た
。

　
祖
母
と
私
は
住
ん
で
い
る
場
所
も
、
見
る

角
度
も
違
う
け
れ
ど
同
じ
富
士
山
を
見
て
心

を
打
た
れ
感
動
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
瞬

間
を
感
じ
る
だ
け
で
、
人
と
人
は
富
士
山
を

通
し
て
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
と
私
は

思
っ
た
。

　
今
日
も
通
学
路
か
ら
み
え
る
雄
大
な
富
士

山
を
眺
め
る
。「
今
、
祖
母
も
こ
の
富
士
山

を
見
て
い
る
の
か
な
。」
と
考
え
な
が
ら
。

　
僕
の
祖
父
に
は
、
富
士
山
と
深
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。
僕
の
祖
父
は
写
真
屋
さ
ん

を
や
っ
て
い
て
、
昔
か
ら
ず
っ
と
色
ん
な
人

の
写
真
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
祖
父

は
人
を
笑
わ
せ
る
の
が
得
意
で
、
写
真
を
と

る
と
き
に
、
み
ん
な
が
笑
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
「
ピ
ピ
ロ
パ
ロ

ピ
ィ
」
な
ど
意
味
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
こ

と
を
言
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
り
ま
す
。

写
真
を
見
る
と
必
ず
笑
顔
が
写
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
祖
父
は
、
お
店
の
上
か
ら
と
っ

た
写
真
が
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
写
真
は
桜

と
富
士
山
と
浅
間
大
社
が
と
て
も
マ
ッ
チ
し

て
い
て
、
と
て
も
美
し
く
幻
想
的
で
し
た
。

そ
ん
な
祖
父
も
三
年
ほ
ど
前
に
が
ん
が
見
つ

か
り
、
二
年
前
の
夏
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
僕
は
、
富
士
山
に
お
礼
を
言
い
た

い
。
受
賞
し
た
写
真
は
、
法
事
の
と
き
に
大

き
く
か
ざ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
祖
父
は
、
そ

の
写
真
が
受
賞
し
た
と
き
、
き
っ
と
祖
父
は

感
動
と
う
れ
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
僕
も
い
つ
か
、
祖
父
の
よ
う
な

写
真
屋
さ
ん
に
な
っ
て
富
士
山
と
み
ん
な
の

笑
顔
を
と
り
続
け
た
い
で
す
。
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富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

佐
野
　
葵
唯

森
谷
　
莉
奈

桑
原
　
結
佳

　
そ
れ
は
ま
だ
暑
か
っ
た
日
の
こ
と
、
私
の

体
は
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
毎
日
見
て
き
た
富
士

山
に
向
か
っ
て
い
た
。
バ
ス
が
進
む
道
は
ま

だ
木
が
生
い
し
げ
っ
て
緑
に
お
お
わ
れ
て
い

た
。
バ
ス
の
中
は
人
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
開
け
た
場
所
が
あ
っ
た
、

私
は
そ
こ
で
お
り
た
。
道
は
石
や
岩
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
も
う
少
し
登
る
と
赤
茶
色
の

石
で
う
め
つ
く
さ
れ
て
い
た
。
標
高
が
高
く

な
る
と
段
々
す
ず
し
く
な
っ
て
き
て
ま
た
酸

素
が
う
す
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。
そ

の
と
き
私
は
彩
雲
と
い
う
虹
色
の
雲
を
見

た
。
虹
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
そ
の
雲
を
私

は
母
か
ら
も
ら
っ
た
カ
メ
ラ
で
何
枚
も
、
何

枚
も
写
真
を
と
っ
た
。
父
も
そ
の
写
真
を
見

て
ほ
ほ
え
ん
で
く
れ
た
。
私
の
富
士
山
登
山

は
五
合
目
で
終
わ
っ
た
。
父
が
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
の
袋
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
袋
は
す

ご
く
ふ
く
ら
ん
で
い
て
、
二
人
で
大
笑
い
し

た
。
そ
の
と
き
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
お
弁
当

は
つ
か
れ
を
ふ
き
と
ば
す
ぐ
ら
い
美
味
し

か
っ
た
。
あ
の
夏
の
富
士
登
山
は
一
生
の
思

い
出
だ
。
今
年
も
富
士
山
が
見
れ
て
う
れ
し

い
と
思
う
。

　
最
近
、
私
は
好
き
な
こ
と
を
大
事
に
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
は

「
こ
れ
が
好
き
」
っ
て
素
直
に
言
え
た
け
ど
、

今
は
少
し
照
れ
く
さ
く
て
、
な
か
な
か
言
え

な
い
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
気
持
ち
の
ま
ま
、
学
校
帰
り
に
浅

間
大
社
の
横
を
通
っ
た
。
ふ
と
空
を
見
上
げ

る
と
、
雲
の
あ
い
だ
か
ら
富
士
山
が
顔
を
出

し
て
い
た
。
ま
っ
す
ぐ
、
堂
々
と
立
つ
そ
の

姿
を
見
た
瞬
間
、「
好
き
な
も
の
は
、
好
き

で
い
い
ん
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

　
富
士
山
は
、
だ
れ
に
も
流
さ
れ
ず
、
い
つ

も
自
分
ら
し
く
そ
こ
に
い
る
。
そ
の
姿
が
す

ご
く
か
っ
こ
よ
く
思
え
た
。
私
も
、
自
分
の

「
好
き
」
や
「
こ
う
し
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
に
、
も
っ
と
素
直
に
な
り
た
い
。
ま
わ
り

と
違
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く
い
て
い
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
富
士
山

と
一
緒
に
、
私
も
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し

な
が
ら
生
き
て
い
き
た
い
。
こ
の
ま
ち
で
、

富
士
山
と
共
に
歩
い
て
い
き
た
い
。
富
士
山

の
よ
う
に
、
大
き
な
心
を
持
て
る
人
に
な
れ

た
ら
い
い
な
と
思
う
。

　
今
年
も
富
士
山
の
山
小
屋
に
光
り
が
灯
っ

た
。
夜
に
な
っ
て
家
か
ら
見
上
げ
る
山
小
屋

の
灯
り
は
、
空
に
輝
く
星
の
よ
う
だ
。
き
っ

と
富
士
登
山
を
す
る
人
に
と
っ
て
山
小
屋

は
、頂
上
を
目
指
す
登
山
者
の
目
標
で
あ
り
、

希
望
の
光
だ
ろ
う
。

　
私
は
今
年
、
中
学
生
に
な
っ
た
。
新
し
い

こ
と
に
囲
ま
れ
て
不
安
ば
か
り
の
四
月
、

「
し
っ
か
り
で
き
る
か
な
。」

そ
ん
な
思
い
か
ら
緊
張
す
る
日
も
あ
っ
た
。

で
も
、
学
校
か
ら
は
い
つ
も
見
慣
れ
た
景
色

の
富
士
山
が
あ
る
。四
月
、ま
だ
頂
上
に
う
っ

す
ら
雪
を
残
し
、
穏
や
か
な
富
士
山
は
、
私

を
い
つ
も
優
し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
た
。
そ
う
思
う
と
、
自
然
に
緊
張

が
ほ
ぐ
れ
心
が
温
ま
り
、
友
達
と
の
距
離
も

縮
ん
で
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　
私
は
き
っ
と
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
富
士

山
に
癒
さ
れ
、
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
い

た
と
思
う
。
私
も
富
士
山
の
よ
う
に
、
人
を

支
え
励
ま
す
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た

い
。
そ
し
て
、
私
も
目
標
を
持
っ
て
こ
れ
か

ら
の
中
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
。
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富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

渡
井
　
り
あ
ん

龍
田
　
舞

仲
澤
　
瑚
都
那

　
私
に
と
っ
て
富
士
山
は
、
い
つ
も
優
し
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
曾
祖
母
と
同
じ
よ
う

な
存
在
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
曾
祖
母

は
心
配
性
で
、
一
緒
に
保
育
園
へ
歩
い
て
い

く
た
び
に
、
毎
回
忘
れ
物
は
し
て
い
な
い
か
、

ば
ん
そ
う
こ
う
を
持
っ
た
の
か
、
十
分
に
五

回
ほ
ど
聞
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま
と

な
っ
て
は
す
ご
く
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
し
、

昔
に
戻
り
た
い
と
心
か
ら
思
え
ま
す
。
そ
ん

な
大
切
な
存
在
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
、
私
の
心
に
は
ぽ
つ
ん
と
穴
が
空
い
て

い
る
よ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
私
の
穴
が
空

い
た
心
に
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
た
の
は
み
ん

な
か
ら
ほ
こ
ら
れ
て
い
る
富
士
山
で
す
。
曾

祖
母
と
住
ん
で
い
た
お
家
か
ら
は
、
見
よ
う

と
す
る
と
く
び
が
痛
む
ほ
ど
高
い
富
士
山
が

目
の
前
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
富
士
山
は
、

い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た
曾
祖
母
と
似

て
い
て
、
学
校
へ
行
く
際
に
は
、
曾
祖
母
の

こ
と
を
思
い
だ
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
が
で
き

ま
す
。
富
士
山
が
近
く
に
い
て
く
れ
て
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
見
守
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
と
伝
え
た
い
で
す
。

　
い
つ
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
る
富
士

山
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
富
士
山
。そ
ん
な
日
本
一
の
山
で
あ
る
君
は
、

私
た
ち
の
永
遠
の
仲
間
で
あ
り
誇
り
で
す
。

　
今
年
の
七
夕
の
夜
、
家
族
で
五
合
目
ま
で

星
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
空
気
が
冷

た
く
、
で
も
と
て
も
澄
ん
で
い
ま
し
た
。
見

上
げ
る
と
、
真
っ
暗
な
空
に
白
い
小
さ
な

星
々
が
ま
た
た
い
て
い
て
、
と
て
も
神
秘
的

で
し
た
。
明
か
り
の
な
い
富
士
山
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
景
色
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
下
山
す
る
道
中
、
た
く
さ
ん
の
鹿
に
出
会

い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
を
興
味
深
く
見
つ
め
た

り
、
あ
る
い
は
怯
え
て
森
の
お
く
へ
逃
げ
た

り
。
親
子
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
び
の

び
と
暮
ら
す
鹿
た
ち
を
見
る
と
、

「
富
士
山
っ
て
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
ん
だ

な
。」

と
、あ
ら
た
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
町
も
、
あ

な
た
が
い
る
か
ら
こ
そ
温
か
い
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
そ
の
立
派
な
姿
で
私
た
ち
を
見

守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
バ
ス
ケ
が
大
好
き
だ
。
強
く
な
り
た

い
の
一
心
で
今
は
往
復
三
時
間
か
け
て
御
殿

場
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
る
。
私
は
同
年

代
の
子
に
比
べ
る
と
背
が
低
い
。
だ
か
ら

ジ
ャ
ン
プ
で
ボ
ー
ル
を
奪
い
攻
め
る
こ
と
は

難
し
い
た
め
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
誰
に
も
負

け
な
い
守
り
を
目
指
し
て
い
る
。
試
合
で
当

た
り
負
け
し
な
い
体
を
つ
く
る
た
め
食
ト
レ

は
欠
か
せ
な
い
。
ど
の
角
度
に
体
を
入
れ
る

か
、
ふ
ら
つ
か
な
い
た
め
の
体
幹
を
ど
う
鍛

え
る
か
課
題
は
山
積
み
だ
。「
小
さ
い
」
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず
だ
。

い
つ
も
ど
っ
し
り
と
構
え
、
大
き
く
見
え
る

富
士
山
に
教
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
台
風
の
進
路
を
は
ば
み
最
強
な

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
い
つ
も
私
達
を
守
っ
て
く

れ
る
富
士
山
。
い
つ
も
頼
り
に
さ
れ
、
心
の

支
え
と
な
っ
て
い
る
富
士
山
。
き
っ
と
私
に

も
可
能
性
は
あ
る
は
ず
だ
。
体
は
小
さ
く
て

も
気
持
ち
で
は
負
け
な
い
！
相
手
や
季
節
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
面
を
見
せ
る
富
士
山
の

よ
う
に
私
も
自
分
の
武
器
と
な
る
長
所
を
創

り
上
げ
て
い
き
た
い
。
目
標
は
富
士
の
よ
う

に
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
！
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静
岡
県
富
士
見
中
学
校

富
士
宮
市
立
北
山
中
学
校

長
澤
　
悠
翔

城
内
　
唯
菜

　
今
年
、
僕
の
家
は
富
士
か
ら
清
水
に
引
っ

越
し
た
。
清
水
に
は
三
保
の
松
原
が
あ
り
、

海
岸
線
か
ら
の
富
士
山
の
浮
世
絵
が
有
名

で
、
江
戸
時
代
の
人
と
同
じ
景
色
を
眺
め
ら

れ
気
持
ち
が
い
い
。
し
か
し
、
富
士
山
が
小

さ
い
。
富
士
市
か
ら
の
眺
め
と
比
べ
る
と
、

本
当
に
同
じ
山
か
と
疑
い
た
く
な
る
。
そ
し

て
、
す
ぐ
に
雲
に
隠
れ
る
。
天
気
が
悪
け
れ

ば
見
え
る
確
率
は
も
っ
と
低
く
な
る
。
離
れ

て
み
て
急
に
僕
は
富
士
山
の
こ
と
が
気
に
な

り
だ
し
た
。
近
く
に
い
た
と
き
は
気
に
も
と

め
な
か
っ
た
の
に
。
失
っ
て
は
じ
め
て
気
づ

く
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。
引
っ

越
し
で
学
べ
た
大
切
な
こ
と
だ
。

　
僕
は
今
、
富
士
ま
で
電
車
通
学
を
し
て
い

る
。
初
め
は
緊
張
で
周
り
を
眺
め
る
余
裕
が

な
か
っ
た
が
、
車
窓
か
ら
毎
日
違
っ
た
富
士

山
が
見
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
流
れ
る
景

色
の
中
で
富
士
山
は
ぶ
れ
ず
に
姿
を
変
え
な

が
ら
徐
々
に
大
き
く
な
る
。
見
慣
れ
た
富
士

に
な
る
と
下
車
だ
。
行
き
も
帰
り
も
南
側
の

席
に
座
り
、
富
士
山
の
姿
で
今
日
の
運
勢
を

占
っ
て
い
る
。
最
近
の
僕
の
日
課
だ
。

　
私
の
家
の
近
く
に
は
富
士
山
を
神
様
と
し

て
祀
る
古
い
神
社
が
あ
り
ま
す
。
私
は
嫌
な

こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
時
に
落
ち
着
く
の
で

よ
く
そ
の
神
社
へ
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
神
社
に
は
外
国
人
や
県
外
か
ら
来
る
観

光
客
が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。
私
は
正
直
ど
う

し
て
遠
く
か
ら
こ
の
神
社
に
観
光
し
に
来
る

の
か
ず
っ
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
同
じ
よ
う
に
神
社
へ
行
っ
た
ら
県
外
か
ら

来
て
い
る
人
に
話
し
か
け
ら
れ
、「
こ
ん
な

近
く
に
富
士
山
が
あ
る
所
に
住
ん
で
い
る
な

ん
て
、
幸
せ
者
だ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
そ
の
時
に
初
め
て
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
あ
る
富
士
山
は
富
士
山
が
身
近
に
無
い
人

た
ち
か
ら
す
る
と
幸
せ
を
呼
ぶ
守
り
神
の
よ

う
な
も
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
の
富
士

山
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
私
た
ち
は
、
ど
れ

だ
け
幸
せ
な
こ
と
か
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
富
士
山
を
見
よ
う
と
こ
こ
に
来
て
い
る

人
た
ち
も
多
分
幸
せ
を
分
け
て
も
ら
う
た
め

に
来
て
る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
富

士
山
に
は
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。



69

佳  作
高
校
生
・
成
人
の
部

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

宮
城
県　

仙
台
市

兵
庫
県　

川
西
市

石
川
県　

金
沢
市

八
巻
　
孝
之

廣
瀬 

　
浩
美

礪
波
　
恵
照

拝
啓
　
私
の
住
む
オ
ラ
ン
ダ
は
干
拓
地
が
広

が
り
、
山
の
な
い
平
ら
な
国
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
富
士
山
の
雄
大
な
姿
は
、
今
も
心
の

中
で
特
別
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
春
は

淡
い
霞
の
中
に
、
夏
は
真
っ
青
な
空
を
背
に
、

秋
は
紅
葉
を
抱
き
、
冬
は
白
く
静
か
に
た
た

ず
む
富
士
山

―
そ
の
美
し
さ
は
、
四
季
と

と
も
に
変
化
し
な
が
ら
、
自
然
の
偉
大
さ
と

私
た
ち
の
心
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。
富
士
山
は
、
た
だ
の
風
景
で
は
な

く
、
私
に
と
っ
て
は
故
郷
の
象
徴
で
あ
り
、

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
で
す
。
遠

く
離
れ
た
異
国
の
地
で
も
、
富
士
山
を
思
い

浮
か
べ
る
た
び
に
、
心
の
原
点
に
触
れ
る
気

が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
富
士
山
の
よ
う
に
凛

と
し
た
心
を
持
ち
、
他
者
と
向
き
合
い
、
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
す
。
異
国
に
い
て
も
、
日
本
の
自
然
を

敬
い
、
思
い
や
る
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

心
の
富
士
山
に
抱
く
感
動
を
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
と
つ
な
ぎ
続
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
願
い
を
こ
の
手
紙
に
込
め
て
。

そ
ん
な
未
来
を
オ
ラ
ン
ダ
で
夢
見
て
。

�

敬
具

　
私
の
推
し
、
富
士
山
へ
。
西
日
本
に
住
ん

で
い
る
私
は
、
あ
な
た
の
姿
を
肉
眼
で
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
な
た
の
姿

を
見
た
く
触
れ
た
く
、
二
十
歳
の
時
に
登
山

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
日
は
曇
り
。
結

局
あ
な
た
の
全
貌
を
見
る
こ
と
な
く
、
上
り

は
足
元
の
赤
土
を
見
て
、
下
り
は
雲
海
と
樹

海
を
見
て
登
山
を
終
え
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

登
山
を
す
る
と
ま
る
で
天
界
に
到
達
し
た
よ

う
な
、
未
知
な
る
感
覚
を
全
身
に
浴
び
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
時
は
流
れ
、
私
は
関
西
と
関
東

を
新
幹
線
で
行
き
来
す
る
生
活
に
な
り
ま
し

た
。
あ
な
た
の
姿
を
見
る
と
元
気
を
も
ら
え

る
の
で
、
座
席
は
毎
回
Ｅ
席
を
確
保
、
う
っ

か
り
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
通
過
時
間
に
ア

ラ
ー
ム
を
か
け
、
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
、

あ
な
た
の
姿
に
気
づ
い
て
い
な
い
外
国
人
観

光
客
に
は
、
お
節
介
に
も
「
ル
ッ
ク
！
マ
ウ

ン
ト
フ
ジ
‼
」と
声
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

暑
苦
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
大
フ
ァ
ン
で
い
続
け
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の

あ
な
た
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
私
は
登
山
初
心
者
、
日
本
一
高
く
、
唯
一

無
二
の
誰
も
が
憧
れ
続
け
る
富
士
山
…
そ
の

富
士
の
登
山
口
に
四
十
九
年
と
い
う
歳
月
を

か
け
て
や
っ
と
辿
り
つ
い
た
。
登
山
開
始
、

は
じ
め
に
迎
え
て
く
れ
た
の
は
鹿
、
山
歩
き

の
お
手
本
と
ば
か
り
、
ゆ
っ
く
り
と
移
動
し

な
が
ら
、
私
を
上
へ
と
導
く
。
次
に
出
会
っ

た
の
は
、
六
合
目
か
ら
耳
元
で
私
に
『
無
理

す
る
な
』
と
羽
根
を
『
ブ
ー
ン
、
ブ
ン
』
と

響
か
せ
る
虫
と
合
流
、
虫
の
応
援
は
山
頂
ま

で
続
き
、
私
の
歩
を
さ
ら
に
上
へ
と
進
ま
せ

て
く
れ
た
。
八
合
目
付
近
こ
の
場
所
で
会
え

る
こ
と
は
そ
う
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

夏
初
め
て
の
蝉
を
岩
の
上
で
発
見
、
成
虫
に

な
っ
て
一
週
間
ほ
ど
の
命
の
中
で
私
よ
り
先

に
こ
の
地
に
横
た
わ
る
奇
跡
。
富
士
山
に
は

大
小
関
わ
ら
ず
命
あ
る
も
の
が
寄
り
、
惹
か

れ
る
何
か
が
あ
る
、
お
互
い
の
時
間
を
重
ね

る
場
所
な
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
と
最
高

峰
剣
ヶ
峰
、
富
士
山
頂
へ
！
憧
れ
は
現
実
と

な
り
私
の
中
で
表
現
さ
れ
た
美
し
い
瞬
間
と

な
っ
た
。
あ
り
が
と
う
富
士
山
は
こ
れ
か
ら

も
憧
れ
の
山
…
そ
し
て
、
私
は
人
生
五
十
年

目
を
歩
む
。
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北
海
道　

江
別
市

埼
玉
県　

さ
い
た
ま
市

福
井
県　

坂
井
市

北
澤
　
多
喜
雄

木
野
田
　
博
彦

辻󠄀
川
　
定
男

　U
gly

か
らbeautiful

な
富
士
山
へ

　
富
士
山
に
は
最
初
中
学
生
の
時
に
親
戚
の

お
じ
に
連
れ
ら
れ
登
っ
た
。
午
後
か
ら
登
り

は
じ
め
途
中
山
小
屋
で
一
泊
し
た
。
星
が
間

近
に
見
え
び
っ
く
り
し
た
。
ご
来
光
を
見
る

た
め
暗
い
内
に
山
小
屋
を
出
て
山
頂
に
着
い

た
。
そ
の
時
、
近
く
を
歩
い
て
い
た
外
国
人

がugly

と
言
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

る
。
そ
れ
ほ
ど
当
時
の
富
士
山
頂
は
汚
く
、

折
角
の
登
頂
の
達
成
感
も
失
せ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
余
り
経
ち
、
今
度
は

外
国
の
友
人
を
連
れ
富
士
山
に
登
る
機
会
が

あ
っ
た
。
富
士
山
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
外

国
人
に
も
憧
れ
の
山
だ
。
久
し
ぶ
り
の
富
士

山
は
登
山
道
や
山
小
屋
が
整
備
さ
れ
昔
よ
り

登
り
や
す
く
感
じ
た
。
ご
み
の
持
ち
帰
り
が

徹
底
さ
れ
登
山
者
の
意
識
も
変
わ
っ
た
の
か

山
は
綺
麗
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
。
友
人
も

beautiful

と
言
っ
て
く
れ
少
し
誇
ら
し
げ
に

思
っ
た
。
富
士
山
は
美
し
い
。
そ
れ
を
守
り

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
関
わ
る
人

全
員
の
不
断
の
努
力
が
必
要
だ
。
日
本
人
は

こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

「
お
母
さ
ん
富
士
山
が
見
え
る
よ
」
車
椅
子

の
母
に
そ
う
伝
え
る
と
、
母
は
実
に
嬉
し
そ

う
に
富
士
を
眺
め
た
。
晴
れ
た
日
は
介
護
施

設
の
屋
上
で
母
と
富
士
山
を
眺
め
る
の
が
日

課
と
な
っ
て
い
た
。母
の
笑
顔
は
私
の
喜
び
、

富
士
も
笑
顔
の
表
情
を
湛
え
て
い
た
。
し
か

し
そ
の
母
も
旅
立
ち
、
や
が
て
実
家
は
人
手

に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
連
日
遺
品
整
理
に

追
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
多
く

は
廃
棄
す
る
こ
と
に
し
た
。
何
か
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
何
度
も
処
分
場
へ
と
足
を
運
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
。

　
あ
る
日
道
す
が
ら
荘
厳
な
る
富
士
山
が
目

に
留
ま
っ
た
。
笑
顔
の
は
ず
の
富
士
は
怒
り

悲
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
の
二
年

後
私
は
突
如
大
量
の
出
血
を
し
入
院
生
活
を

送
る
こ
と
と
な
っ
た
。
死
を
も
覚
悟
し
た
も

の
の
幸
い
無
事
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
日
病
室
か
ら
富
士
山
が
鮮
や
か
に
見
え

た
。
そ
の
表
情
に
は
笑
顔
も
悲
し
み
も
怒
り

も
な
く
、
た
だ
静
か
に
「
前
を
向
い
て
し
っ

か
り
歩
ん
で
い
き
な
さ
い
」
そ
う
言
っ
て
励

ま
し
て
く
れ
て
い
た
。
富
士
と
優
し
か
っ
た

母
が
重
な
っ
て
見
え
、私
は
手
を
合
わ
せ
た
。

　
も
う
二
十
年
ほ
ど
も
前
の
こ
と
に
な
る
の

だ
が
、
一
人
で
白
山
に
登
っ
た
。
頂
上
に
い

る
と
、若
い
女
性
の
二
人
組
が
登
っ
て
き
た
。

彼
女
た
ち
は
遠
く
の
景
色
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
。ど
う
や
ら
白
山
は
初
め
て
の
よ
う
だ
。

そ
の
う
ち
の
一
人
が
東
南
の
方
角
を
指
さ
し

な
が
ら
、「
あ
っ
、
富
士
山
が
見
え
る
。
あ

れ
、
富
士
山
だ
よ
ね
」
と
言
い
出
し
た
。
も

う
一
人
も
、「
わ
あ
、
富
士
山
だ
」
と
は
し
ゃ

い
で
い
る
。
ん
、
白
山
か
ら
は
富
士
山
は
見

え
な
い
は
ず
だ
が
。
わ
た
し
は
彼
女
た
ち
の

指
さ
す
方
角
を
見
た
。
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
と

彼
女
た
ち
に
近
づ
き
、「
あ
の
う
、
あ
れ
は

富
士
山
で
は
な
く
て
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
三

ノ
沢
岳
で
す
」
と
教
え
て
あ
げ
た
。
当
然
感

謝
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
た

ち
の
反
応
は
意
外
だ
っ
た
。「
あ
っ
、
そ
う

な
ん
で
す
か
…
…
。
サ
ン
ノ
サ
ワ
ダ
ケ
か

…
…
」
と
意
気
消
沈
し
た
よ
う
な
返
事
だ
っ

た
。
わ
た
し
も
な
ん
だ
か
申
し
訳
な
い
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
富
士
山
さ
ん
、
あ
の

時
わ
た
し
は
ど
う
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
今
で
も
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
。
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群
馬
県　

利
根
郡

静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

福
島
県　

い
わ
き
市

原
澤
　
君
子

市
川
　
結
李
加

永
島
　
道
男

　
社
会
人
に
な
り
、
職
場
の
主
催
で
行
っ
た

テ
ニ
ス
の
合
宿
先
が
富
士
山
。
こ
ん
な
に
近

く
で
見
る
富
士
は
初
め
て
で
し
た
。
素
晴
ら

し
い
夕
陽
の
富
士
山
。
四
十
年
も
前
に
な
り

ま
す
が
、
雄
大
な
富
士
の
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
時
か
ら
ず
っ
と
お
姿
を
求
め
、

旅
の
新
幹
線
、
車
か
ら
、
ま
た
都
内
の
電
車
、

さ
ら
に
は
飛
行
機
か
ら
と
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ

ば
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
元

気
チ
ャ
ー
ジ
の
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
し
て
こ
こ
最
近
、
も
う
言
葉
に
で

き
な
い
ほ
ど
の
「
富
士
山
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
夫
の
退
職
祝
い
に
て
夫
婦
で

静
岡
の
ホ
テ
ル
へ
宿
泊
。
到
着
し
た
日
は
雨
。

ホ
テ
ル
の
方
と
部
屋
に
入
り
、「
明
日
、
富

士
山
は
見
え
る
で
し
ょ
う
か
」
と
私
。
返
っ

て
き
た
の
は
「
富
士
山
は
恥
ず
か
し
が
り
や

な
の
で
す
よ
」
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
が
っ

か
り
す
る
お
客
様
へ
の
気
持
ち
を
思
っ
て
の

こ
と
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
朝
。
も

う
こ
の
世
と
は
思
え
な
い
絵
の
よ
う
な
富
士

山
が
見
え
ま
し
た
。
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
幸

せ
な
時
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
先
も
富
士
山

と
共
に
で
す
。

　
私
の
父
は
い
つ
も
富
士
山
を
見
て
こ
う
い
う

「
今
日
も
元
気
そ
う
だ
」
と
。

　
私
は
、
な
ぜ
父
が
い
つ
も
富
士
山
に
そ
う

言
う
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
父
は
出
か
け

る
た
び
に
言
っ
て
い
た
の
で
あ
る
日
、
聞
い

て
み
た
。
す
る
と
父
は

「
富
士
山
は
い
つ
も
僕
た
ち
の
暮
ら
し
を
静

か
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
昔
か
ら
今
、

た
く
さ
ん
の
人
の
暮
ら
し
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
る
か
ら
恩
返
し
と
し
て
見
守
り
返
し
て

い
る
ん
だ
よ
」
と
。

　
私
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
。
富
士
山
は
長

く
生
き
て
い
る
か
ら
見
守
る
必
要
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
。

　
で
も
今
年
の
四
月
、
父
が
亡
く
な
っ
た
。

富
士
山
が
よ
く
見
え
る
部
屋
で
静
か
に
旅

立
っ
た
。
そ
の
時
、
私
は
気
づ
い
た
。
富
士

山
は
、
人
の
暮
ら
し
だ
け
で
な
く
、
一
生
を

見
守
っ
て
い
る
の
だ
と
。

　
父
の
言
葉
が
、
や
っ
と
心
に
届
い
た
気
が

し
た
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
父
の
意
思
を
継
い
で
、
富

士
山
を
見
守
り
返
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　
小
田
原
の
友
人
よ
り
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル

か
ら
富
士
山
の
頂
上
を
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
に

誘
わ
れ
た
。
海
岸
で
小
石
を
拾
い
剣
が
峰
に

置
い
て
こ
よ
う
と
思
い
つ
い
た
。
足
柄
峠
を

越
え
、
浅
間
神
社
、
富
士
ア
ザ
ミ
ラ
イ
ン
と

歩
き
五
合
目
に
着
い
た
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

や
っ
と
登
山
ら
し
く
な
っ
た
。
六
合
目
の
小

屋
で
仮
眠
し
、
午
前
一
時
に
登
山
再
開
。
外

は
寒
く
、
そ
の
う
ち
に
強
風
と
雨
。
お
さ
ま

る
ま
で
じ
っ
と
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
た
。
半

時
後
に
ま
た
登
っ
た
が
周
り
に
は
誰
も
い
な

い
。
や
が
て
空
が
白
み
出
し
、
神
々
し
い
太

陽
が
水
平
線
か
ら
出
て
き
た
。
鳥
居
を
く
ぐ

り
抜
け
る
と
頂
上
だ
っ
た
。
が
、
本
当
の
頂

上
は
剣
が
峰
だ
。
つ
い
に
日
本
一
高
い
所
に

立
っ
た
。
途
端
に
睡
魔
に
襲
わ
れ
寝
て
し

ま
っ
た
。ど
れ
程
眠
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、

満
足
し
た
気
分
で
下
山
し
た
。
名
の
ご
と
く

須
走
で
駆
け
下
っ
た
。立
ち
止
ま
っ
た
所
で
、

永
と
通
が
読
め
る
古
銭
を
拾
っ
た
。そ
の
時
、

「
あ
っ
、
小
石
を
頂
上
に
置
い
て
来
る
の
を

忘
れ
た
」と
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。「
富
士
さ
ん
、

ま
た
登
り
に
来
る
よ
」
と
振
り
返
っ
て
手
を

振
っ
た
。
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神
奈
川
県　

川
崎
市

富
士
宮
市	

広
島
県　

三
原
市

伊
関
　
明
子

芦
澤
　
義
子

用
松
　
昌
晃

　
富
士
登
山
を
し
た
の
は
四
十
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
大
学
生
だ
っ
た
私
は
、
五
合

目
で
泊
ま
り
こ
み
の
バ
イ
ト
を
し
て
お
り
、

そ
の
最
終
日
に
一
人
で
山
に
登
っ
た
。
暗
く

な
っ
て
か
ら
出
発
を
し
て
、
頂
上
に
着
い
た

の
は
日
が
昇
る
前
だ
っ
た
。
登
っ
て
い
る
最

中
の
山
は
混
ん
で
い
て
、
細
い
道
の
前
後
は

人
の
列
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
が
真
夜
中
な

の
か
と
驚
い
た
も
の
だ
っ
た
。
頂
上
で
は
星

空
の
美
し
さ
に
息
を
飲
ん
だ
。
空
が
と
て
も

近
く
て
、
星
空
が
視
界
に
収
ま
り
き
ら
ず
圧

倒
さ
れ
た
。
星
が
目
か
ら
あ
ふ
れ
た
。

　
日
本
一
の
山
は
、
川
崎
市
か
ら
で
も
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
ょ
っ
と
高
い
と
こ
ろ

で
視
界
を
遮
る
も
の
さ
え
な
け
れ
ば
。
デ

パ
ー
ト
の
屋
上
か
ら
、
祖
父
母
が
眠
る
墓
地

か
ら
、
通
勤
途
中
の
道
か
ら
、
勤
め
先
の
学

校
の
四
階
の
窓
か
ら
。
遠
く
か
ら
見
て
も
素

晴
ら
し
い
が
、
登
る
こ
と
で
ぐ
っ
と
身
近
な

山
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

　
晴
れ
た
朝
に
は
西
の
方
角
を
眺
め
て
、
そ

の
姿
を
確
認
す
る
の
が
習
慣
に
な
っ
て
い

る
。「
今
日
は
会
え
た
ね
、
ラ
ッ
キ
ー
」
と

思
い
な
が
ら
一
日
仕
事
に
励
む
の
で
あ
る
。

　
母
が
私
の
家
族
と
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ

て
、
三
年
余
り
。
二
階
の
富
士
山
が
よ
く
見

え
る
部
屋
を
気
に
入
り
、
毎
日
眺
め
て
は
楽

し
ん
で
い
た
。
実
家
か
ら
の
富
士
山
は
、
宝

永
山
を
抱
く
し
な
や
か
な
姿
。
我
が
家
か

ら
の
富
士
山
は
、
大
沢
崩
れ
を
抱
い
た
雄
大

な
姿
。「
ど
っ
ち
が
い
い
？
」
と
尋
ね
る
と
、

母
は
い
つ
も
「
ど
っ
ち
も
い
い
よ
。」
と
笑

顔
で
答
え
た
。
そ
れ
は
、口
に
は
出
さ
ね
ど
、

長
年
住
み
慣
れ
た
自
分
の
家
を
思
う
気
持
ち

に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん

私
の
家
で
も
、
ひ
孫
た
ち
と
話
し
た
り
、
編

み
物
を
し
た
り
、
時
に
は
私
の
友
達
に
編
み

物
を
教
え
た
り
と
、楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
。

け
れ
ど
、
誰
に
と
っ
て
も
自
分
の
家
が
一
番

な
の
だ
。

　
そ
の
母
が
暮
れ
に
急
逝
し
た
。「
死
ん
だ

ら
自
分
の
家
か
ら
出
た
い
」
と
言
う
望
み
通

り
、
実
家
か
ら
送
り
出
し
た
。
今
は
、
雄
大

で
宝
永
山
を
抱
く
富
士
山
が
見
守
る
墓
地

で
、
静
か
に
眠
っ
て
い
る
。
我
が
家
の
母
の

部
屋
か
ら
見
え
る
力
強
い
富
士
山
は
、
今
は

ど
こ
と
な
く
寂
し
い
。
こ
の
部
屋
で
、
今
も

な
お
、母
の
白し

ら

髪が

を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。

　
富
士
山
。
私
は
か
つ
て
富
士
山
測
候
所
の

レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
を
見
よ
う
と
、
あ
な
た
を

一
度
だ
け
登
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
ご
来
光

や
雲
海
の
景
色
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
た

め
何
度
も
登
頂
す
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な

登
山
ル
ー
ト
や
一
合
目
か
ら
の
登
頂
も
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
あ
な

た
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
べ
く
清
掃
登
山
を

す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
一
三
年
に
あ
な
た

は
晴
れ
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
私
も
自
分
事
の
よ
う
に
喜

び
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
な
た
を
登
ら
な
く
な
り
久
し
く
月
日
は

経
ち
ま
す
が
、
今
で
は
一
目
見
よ
う
と
富
士

山
本
宮
浅
間
大
社
へ
よ
く
行
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
雲
行
き
や
天
候
に
よ
り
、
あ
な
た

を
見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま

す
が
、
あ
な
た
を
見
掛
け
る
こ
と
が
で
き
た

時
は
、
そ
の
雄
大
な
姿
に
時
間
が
経
つ
の
を

忘
れ
る
程
、
つ
い
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
本
一
の
山
と
し
て
、
世
界

中
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
山
で
い
続
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
目
に
掛
か
れ
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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富
士
宮
市

神
奈
川
県　

川
崎
市

埼
玉
県　

熊
谷
市

会
沢
　
尚
代

松
本
　
明
莉

中
前
　
佳
子

「
そ
ん
な
の
は
我
儘
だ
よ
。」「
え
！
そ
う
な

の
。」
そ
う
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。
富

士
山
の
前
に
山
は
な
く
、
頂
上
か
ら
裾
野
ま

で
全
部
み
え
る
の
が
、
富
士
山
と
私
は
思
っ

て
い
た
。

　
東
京
に
あ
こ
が
れ
、
大
学
は
東
京
と
決
め

て
い
た
。「
富
士
山
が
見
え
る
よ
。」
講
義
室

を
出
る
と
誰
か
の
声
が
す
る
。
み
ん
な
屋
上

に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
。
八
王
子
の
キ
ャ
ン

バ
ス
か
ら
も
富
士
山
が
見
え
る
の
？
屋
上
に

出
て
西
に
見
え
た
の
は
、
山
々
の
上
に
ち
ょ

こ
ん
と
顔
を
出
し
た
富
士
山
の
一
部
分
だ
っ

た
。「
え
、
こ
れ
が
富
士
山
？
富
士
山
は
上

か
ら
下
ま
で
見
え
て
な
く
ち
ゃ
。」
傍
ら
で

聞
い
て
い
た
の
か
、
先
輩
は
び
っ
く
り
し
た

顔
で
「
そ
ん
な
富
士
山
見
た
こ
と
あ
る
の
」

と
聞
い
て
き
た
。

　
私
は
富
士
宮
で
生
ま
れ
、
高
校
ま
で
そ
ん

な
全
部
丸
見
え
富
士
山
の
麓
で
生
き
て
き

た
。
富
士
山
全
体
が
私
の
富
士
山
そ
の
も
の

な
の
だ
。
今
、
こ
の
富
士
宮
で
生
活
し
、
毎

日
富
士
山
の
顔
を
見
て
、
丸
見
え
富
士
山
と

挨
拶
し
、
今
日
も
元
気
に
す
ご
し
て
い
る
。

そ
ん
な
毎
日
を
あ
り
が
と
う
。

　
中
学
一
年
生
の
夏
、
私
は
静
岡
県
民
と
い

う
理
由
で
富
士
山
に
登
る
こ
と
が
目
標
に

な
っ
た
。
両
親
が
勝
手
に
決
め
た
目
標
で
あ

り
、
私
は
親
に
置
い
て
い
か
れ
る
の
が
嫌
で

着
い
て
行
っ
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
無
事
に

登
頂
。
楽
し
み
に
し
て
い
た
カ
レ
ー
う
ど
ん

は
、
高
山
病
に
よ
り
断
念
。
残
念
な
気
持
ち

も
あ
る
が
、
目
標
は
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し

次
の
年
、
両
親
は
“
本
当
の
山
頂
”
に
い
か

な
く
て
は
意
味
が
な
い
と
、
目
標
を
再
設
定

し
て
い
た
。

　“
本
当
の
山
頂
”
に
繋
が
る
「
馬
の
背
」

は
急
斜
面
で
、
何
度
も
足
を
滑
ら
せ
た
。
ど

ん
ど
ん
遠
く
な
る
両
親
の
背
中
に
不
安
を
覚

え
な
が
ら
必
死
に
登
っ
た
。
無
事
に
登
頂
し

た
と
き
は
、
達
成
感
で
満
ち
て
い
た
。

　
私
は
今
、
地
元
を
出
て
社
会
人
三
年
目
、

ま
だ
ま
だ
未
熟
、経
験
不
足
で
不
安
だ
ら
け
。

実
家
に
帰
る
新
幹
線
か
ら
眺
め
る
富
士
山
、

遠
く
か
ら
で
も
私
に
は
見
え
る
。
た
っ
た
あ

の
距
離
、
で
も
あ
の
“
本
当
の
山
頂
”
ま
で

私
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
富
士
山
は
、
不

安
だ
ら
け
の
私
に
自
信
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。

ず
っ
と
変
わ
ら
ず
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　
私
は
富
士
山
に
登
っ
た
こ
と
も
な
け
れ

ば
、
間
近
で
見
た
こ
と
も
な
い
。
遠
く
で
な

ら
見
た
こ
と
が
あ
る
。
場
所
は
、
埼
玉
県
上

尾
市
か
ら
川
越
市
に
向
か
う
バ
ス
の
中
だ
。

　
出
産
を
控
え
て
お
り
、
定
期
的
に
上
尾
駅

か
ら
バ
ス
に
乗
り
病
院
へ
。
私
は
、
四
国
出

身
で
あ
る
。
そ
の
為
、
富
士
山
と
い
え
ば
新

幹
線
か
ら
見
る
程
度
だ
。
上
尾
川
越
間
の
道

の
り
に
、
な
ん
と
も
言
え
ぬ
壮
大
か
つ
綺
麗

に
見
え
る
富
士
山
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
と
は
全

く
知
ら
な
か
っ
た
。
初
め
て
見
た
日
、
感
動

し
て
夫
と
バ
ス
の
中
で
わ
く
わ
く
し
た
。

　
初
め
て
の
出
産
で
検
診
に
い
く
の
は
、
毎

回
億
劫
だ
っ
た
。
し
か
し
、
何
故
か
私
が
検

診
に
行
く
日
は
い
つ
も
晴
れ
て
い
て
、
美
し

い
富
士
山
が
二
月
の
極
寒
の
日
に
は
、
不
安

を
和
ら
げ
て
く
れ
た
。大
丈
夫
だ
よ
、赤
ち
ゃ

ん
は
無
事
育
っ
て
い
る
か
ら
安
心
し
て
！
と

い
う
よ
う
に
。

　
わ
が
子
は
、予
定
日
当
日
に
産
声
を
あ
げ
た
。

　
富
士
山
へ
。
引
越
し
て
き
て
、
右
も
左
も

分
か
っ
て
な
い
私
を
遠
く
か
ら
見
守
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
お
陰
様
で
わ
が
子
は
、

健
や
か
に
成
長
中
。
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青
森
県　

青
森
市

千
葉
県　

流
山
市

千
田
　
立
煌

小
田
川
　
翔
夢

拝
啓
　
富
士
山
さ
ま

　
小
学
生
の
こ
ろ
、
道
徳
の
教
科
書
で
「
富

士
山
が
ご
み
で
よ
ご
れ
て
い
る
」
と
知
り
、

胸
が
ち
く
り
と
痛
み
ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
立
派
で
き
れ
い
な
あ
な
た
が
心

の
中
で
は
泣
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
飛

行
機
に
乗
っ
た
と
き
、
雲
の
海
か
ら
顔
を
出

す
あ
な
た
を
見
つ
け
、「
本
当
の
私
は
こ
こ

だ
よ
」
と
語
り
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
思
わ
ず
小
さ
く
手
を
振
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
帰
り
道
に
買
っ
た
富
士
山
ゼ
リ
ー
は
、
空

色
と
雪
の
白
が
そ
の
ま
ま
閉
じ
こ
め
ら
れ
て

い
て
、
食
べ
る
た
び
に
心
が
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
そ
の
小
さ
な
甘
さ
の
中
で
、「
あ
な
た

と
一
緒
に
生
き
る
」
こ
と
の
意
味
を
考
え
た

の
で
す
。
美
し
い
景
色
を
守
る
こ
と
、
自
然

と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
責
任
で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
る
の
だ
と
。

　
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
堂
々
と
そ
こ
に
い
て

く
だ
さ
い
。
私
も
あ
な
た
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

一
歩
ず
つ
生
き
て
い
き
ま
す
。

�

敬
具

　
あ
な
た
の
山
肌
に
刻
ま
れ
た
噴
火
の
痕
跡

を
見
る
た
び
、
破
壊
と
創
造
が
表
裏
一
体
で

あ
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
宝
永
の

大
噴
火
か
ら
三
百
年
、
人
々
は
あ
な
た
を
恐

れ
な
が
ら
も
愛
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
、
吉
田
ル
ー
ト
を
登
っ
た
時
の
こ
と

で
す
。
五
合
目
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
酸
素
が
薄

く
な
り
、
一
歩
一
歩
が
重
く
の
し
か
か
り
ま

し
た
。
で
も
山
頂
で
見
た
御
来
光
は
、
自
分

の
限
界
を
超
え
た
者
だ
け
が
得
ら
れ
る
特
別

な
贈
り
物
で
し
た
。
雲
海
の
向
こ
う
か
ら
昇

る
太
陽
は
、
ま
る
で
あ
な
た
が
私
に
「
よ
く
頑

張
っ
た
」
と
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
今
、
環
境
問
題
で
あ
な
た
の
姿
が
変
わ
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
雪
が
少

な
く
な
り
、
登
山
者
の
マ
ナ
ー
問
題
も
深
刻

で
す
。
私
た
ち
は
あ
な
た
か
ら
多
く
を
学
び

な
が
ら
、
十
分
に
敬
意
を
払
っ
て
き
た
で

し
ょ
う
か
。

　
あ
な
た
は
単
な
る
観
光
地
で
は
な
い
。
信

仰
の
対
象
で
あ
り
、
日
本
人
の
心
の
支
柱
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
見
る
者
と
し
て
、
登
る
者

と
し
て
、
も
っ
と
真
摯
に
あ
な
た
と
向
き
合

い
た
い
の
で
す
。
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近
藤
遼
太
楼　
　

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

福
井　

柚
菜　
　

富
士
市
立
富
士
川
第
一
小
学
校

小
岩　

蒼
大　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

佐
野　

心
咲　
　

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

小
林　

日
向　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

植
松　

李
都　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

上
田　

向
夏　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

近
森　

陽
咲　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

内
藤　

広
真　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

中
村　
　

航　
　

富
士
市
立
丘
小
学
校

遠
藤　

芽
依　
　

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

三
須　

衣
織　
　

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

渡
邉　

英
岳　
　

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

松
本
涼
之
介　
　

富
士
宮
市
立
富
士
見
小
学
校

菅
谷　

治
希　
　

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

伊
藤　

天
音　
　

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

福
地　

花
菜　
　

富
士
宮
市
立
白
糸
小
学
校

山
泉
晴
太
郎　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

稲
葉　

健
太　
　

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

小
池　

央
将　
　

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

藤
田　
　

桜　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

鈴
木　

蒼
大　
　

富
士
宮
市
立
上
井
出
小
学
校

若
狹　
　

早　
　

愛
媛
大
学
教
育
学
部
付
属
小
学
校

西
多　

晃
都　
　

埼
玉
県
・
鴻
巣
市
立
鴻
巣
中
央
小
学
校

稲
葉　

香
歩　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

井
手　

彩
絢　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

後
藤　

咲
耶　
　

富
士
市
立
丘
小
学
校

藤
田　
　

司　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

若
林　

誠
人　
　

富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

村
田　

悠
真　
　

富
士
宮
市
立
黒
田
小
学
校

渡
邊　

翔
斗　
　

富
士
宮
市
立
芝
富
小
学
校

上
原　

悠
空　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

西
村　

俐
乃　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

瀧　
　

陽
向　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

瀧
田　

理
一　
　

千
葉
県
・
鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校

三
澤　

桃
矢　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

櫻
井　

音
夢　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤　
　

柊
真　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

堤　
　

悠
真　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

佐
野　

美
賢　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

中
野　

瑛
介　
　

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

臼
井　

奏
翔　
　

富
士
市
立
丘
小
学
校

植
松　

真
由　
　

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

加
々
美
心
結　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

宗
田　

桜
翔　
　

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

野
原　

采
紗　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

木
谷　

南
翔　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

志
賀　

優
龍　
　

愛
知
県
・
豊
橋
市
立
福
岡
小
学
校

令
和
七
年
度（
第
三
十
回
）
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

「
手
紙
」
部
門

■
小
学
生
低
学
年
の
部

■
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

拝
啓
　
富
士
山
さ
ま

　
小
学
生
の
こ
ろ
、
道
徳
の
教
科
書
で
「
富

士
山
が
ご
み
で
よ
ご
れ
て
い
る
」
と
知
り
、

胸
が
ち
く
り
と
痛
み
ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
立
派
で
き
れ
い
な
あ
な
た
が
心

の
中
で
は
泣
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
飛

行
機
に
乗
っ
た
と
き
、
雲
の
海
か
ら
顔
を
出

す
あ
な
た
を
見
つ
け
、「
本
当
の
私
は
こ
こ

だ
よ
」
と
語
り
か
け
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
思
わ
ず
小
さ
く
手
を
振
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　
帰
り
道
に
買
っ
た
富
士
山
ゼ
リ
ー
は
、
空

色
と
雪
の
白
が
そ
の
ま
ま
閉
じ
こ
め
ら
れ
て

い
て
、
食
べ
る
た
び
に
心
が
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
そ
の
小
さ
な
甘
さ
の
中
で
、「
あ
な
た

と
一
緒
に
生
き
る
」
こ
と
の
意
味
を
考
え
た

の
で
す
。
美
し
い
景
色
を
守
る
こ
と
、
自
然

と
向
き
合
い
続
け
る
こ
と
、
そ
れ
が
私
た
ち

の
責
任
で
あ
り
、
喜
び
で
も
あ
る
の
だ
と
。

　
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
堂
々
と
そ
こ
に
い
て

く
だ
さ
い
。
私
も
あ
な
た
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

一
歩
ず
つ
生
き
て
い
き
ま
す
。

�

敬
具
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岡
本　

愛
生　
　

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

𠮷
田　

安
里　
　

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

長
嶋　

奈
都　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

佐
野
旬
太
朗　
　

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

石
川　

旺
雅　
　

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

滝
浪　

花
音　
　

富
士
宮
市
立
芝
川
中
学
校

ク
リ
ビ
ジ
ェ
ロ
ス　

バ
レ
ン
テ
ィ
ナ　
　

富
士
市
立
元
吉
原
中
学
校

鈴
木　

那
知　
　

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

清　
　

勝
利　
　

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

幡
野　

史
織　
　

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

御
宿　

羽
詩　
　

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

小
野
塚
こ
こ
ろ　
　

山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
中
学
校

渡
辺　

咲
羽　
　

山
梨
県
・
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
中
学
校

葊
瀨　

優
彩　
　

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

佐
野　

蒼
羽　
　

富
士
宮
市
立
西
富
士
中
学
校

深
澤　

希
一　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

佐
野　

葵
唯　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

森
谷　

莉
奈　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

桑
原　

結
佳　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

渡
井
り
あ
ん　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

龍
田　
　

舞　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
四
中
学
校

仲
澤
瑚
都
那　
　

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

長
澤　

悠
翔　
　

静
岡
県
富
士
見
中
学
校

城
内　

唯
菜　
　

富
士
宮
市
立
北
山
中
学
校

樋
浦　

憲
次　
　

東
京
都
国
分
寺
市

篠
原　

心
花　
　

静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

市
川
ま
る
み　
　

茨
城
県
つ
く
ば
市

八
巻　

孝
之　
　

宮
城
県
仙
台
市

葊
瀬 　

浩
美　
　
兵
庫
県
川
西
市

礪
波　

恵
照　
　

石
川
県
金
沢
市

北
澤
多
喜
雄　
　

北
海
道
江
別
市　
　

木
野
田
博
彦　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市　
　

辻󠄀
川　

定
男　
　

福
井
県
坂
井
市　
　

原
澤　

君
子　
　

群
馬
県
利
根
郡　
　

市
川
結
李
加　
　

静
岡
県
立
富
岳
館
高
等
学
校

永
島　

道
男　
　

福
島
県
い
わ
き
市　
　

伊
関　

明
子　
　

神
奈
川
県
川
崎
市　
　

芦
澤　

義
子　
　

富
士
宮
市

用
松　

昌
晃　
　

広
島
県
三
原
市　
　

会
沢　

尚
代　
　

富
士
宮
市　
　

松
本　

明
莉　
　

神
奈
川
県
川
崎
市　
　

中
前　

佳
子　
　

埼
玉
県
熊
谷
市　
　

千
田　

立
煌　
　

青
森
県
青
森
市　

小
田
川
翔
夢　
　

千
葉
県
流
山
市

■
中
学
生
の
部

■
高
校
生
・
成
人
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作
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令
和
七
年
度
（
第
三
十
回
）
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

「
絵
」
部
門

■
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

■
幼
児
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

里
田　

煌
太　
　

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

加
藤　

理
央　
　

静
岡
市
・
鷲
巣
学
園
梨
花
幼
稚
園

本
良　

俊
典　
　

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

小
池　
　

華　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

小
原　

六
成　
　

静
岡
市
・
鷲
巣
学
園
梨
花
幼
稚
園

劉　
　

小
暖　
　

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

浜
田　

悠
莉　
　

神
奈
川
県
海
老
名
市
・
ア
ト
リ
エ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ

奥
田　

碧
人　
　

富
士
宮
市
・
西
ヶ
丘
幼
稚
園

髙
橋
な
ず
な　
　

富
士
宮
市
・
西
ヶ
丘
幼
稚
園

判
澤　
　

歩　
　

富
士
市
・
富
士
光
明
幼
稚
園

佐
野　

海
斗　
　

富
士
市
・
吉
原
聖
母
幼
稚
園

鈴
木　

新
空　
　

富
士
市
・
吉
原
聖
母
幼
稚
園

森
本　

健
介　
　

富
士
宮
市
立
上
井
出
保
育
園

西
本
明
日
渚　
　

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
園

堀　
　

心
葉　
　

富
士
宮
市
・
黒
田
幼
稚
園

加
藤
の
ぞ
み　
　

富
士
宮
市
・
杉
田
幼
稚
園

青
木　

叶
汰　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

花
井　

笑
舞　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

伊
藤
凛
太
郎　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

篠
原　

柚
月　
　

富
士
宮
市
・
富
丘
こ
ど
も
園

稲
田　
　

蓮　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

安
藤　

照
基　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

溝
口　

詩
桜　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

賈　
　

知
也　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

永
井　

陽
基　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

渡
邉　

英
岳　
　

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

村
尾　

拓
真　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

都
丸　

結
世　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

佐
藤　

麻
友　
　

神
奈
川
県
・
横
浜
市
立
大
綱
小
学
校

小
尾　

陸
翔　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

篠
原　

嘉
斗　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

清　

絢
加
里　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

安
達　

匠
理　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

小
岩　

蒼
大　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

髙
野　

心
陽　
　

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

黒
澤　

秀
哉　
　

富
士
市
立
伝
法
小
学
校

飯
田　

葵
仁　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

渡
邉　

華
矢　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

櫻
井　

玲
來　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

渡
井　

琳
子　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

坂　
　

千
尋　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

伊
賀　

心
春　
　

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

大
谷　

凜
華　
　

富
士
市
立
岩
松
小
学
校

永
吉　

琴
葉　
　

愛
知
県
知
多
郡
・
だ
れ
で
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ

近
藤　

優
花　
　

富
士
宮
市
立
富
丘
小
学
校

森
崎　

綾
水　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

賈　
　

喬
伊　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

中
根　

光
翼　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る
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■
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

■
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

立
林　

桃
亜　
　

富
士
市
立
伝
法
小
学
校

小
林　

あ
お　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

大
瀧　

詩
太　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

長
澤　

伊
吹　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

福
海　

博
日　
　

兵
庫
県
明
石
市
・
須
磨
浦
小
学
校

小
尾　

海
翔　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

滝　

し
ず
く　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

松
永　

蒼
生　
　

富
士
宮
市
立
大
宮
小
学
校

鍋
田
虎
之
介　
　

富
士
宮
市
立
貴
船
小
学
校

重
田　

快
斗　
　

富
士
宮
市
立
上
野
小
学
校

岡
本　

依
真　
　

富
士
宮
市
立
人
穴
小
学
校

細
野　

紅
葉　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
小
学
校

大
宮　

駆
流　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

西　
　

美
幸　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
小
学
校

佐
藤　

乃
奏　
　

富
士
市
立
岩
松
北
小
学
校

好
田　

壮
志　
　

富
士
市
立
吉
原
小
学
校

金
谷　

悠
希　
　

静
岡
市
立
清
水
不
二
見
小
学
校

赤
池　

莉
緒　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

長
澤　

侑
吾　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校

伊
藤　

恵
凜　
　

富
士
宮
市
立
東
小
学
校

佐
野　

な
る　
　

富
士
宮
市
立
柚
野
小
学
校

佐
野　

聖
梛　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

吉
行　
　

湊　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

伊
藤　

理
津　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

渡
邉　

咲
沙　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
北
中
学
校

御
宿　

羽
詩　
　

富
士
宮
市
立
上
野
中
学
校

清
水　

杏
里　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

佐
野　

彩
葉　
　

富
士
市
・
あ
と
り
え
パ
レ
ッ
ト

村
井　

咲
星　
　

富
士
宮
市
立
大
富
士
中
学
校

片
山
紗
絢
香　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

齊
藤　

理
希　
　

富
士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校

神
田　

桃
果　
　

富
士
市
立
富
士
中
学
校

清　

の
の
か　
　

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

鶴
見
槙
次
郎　
　

富
士
宮
市
立
柚
野
中
学
校

宇
佐
美
理
杏　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
一
中
学
校

佐
野　

ゆ
あ　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

冨
家
か
ん
な　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

佐
野　

心
羽　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

石
黒　
　

朔　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

山
田
ほ
の
か　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

池
野
倫
太
朗　
　

富
士
宮
市
・
星
陵
中
学
校

齋
藤　

昌
希　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

平
野　

穂
希　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
二
中
学
校

伴　

沙
柚
季　
　

滋
賀
県
・
近
江
八
幡
市
立
八
幡
西
中
学
校

菱
田　

理
心　
　

滋
賀
県
・
近
江
八
幡
市
立
八
幡
西
中
学
校

坂
田　

想
來　
　

愛
知
県
名
古
屋
市
・
ア
ト
リ
エ
と
ま
る

佐
野　

彩
芭　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校

遠
藤
み
の
り　
　

富
士
宮
市
立
富
士
宮
第
三
中
学
校
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■
高
校
生
・
成
人
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

佳
　
　
作

都
築　
　

修　
　

富
士
宮
市

望
月　

史
苗　
　

富
士
市

望
月　

正
江　
　

富
士
宮
市

持
田　

和
香　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

瓜
ヶ
平
美
津
子　
　

兵
庫
県
美
方
郡

小
林　

茉
由　
　

富
士
宮
市

奥
田　
　

旭　
　

東
京
都
葛
飾
区

近
藤　

有
矢　
　

茨
城
県
つ
く
ば
市
・
茗
溪
学
園
高
等
学
校

峯　
　

洋
子　
　

東
京
都
三
鷹
市

松
田
ゆ
か
り　
　

富
士
市

田
代　

雪
乃　
　

沼
津
市
・
石
井
絵
画
教
室

田
中　

宏
美　
　

東
京
都
板
橋
区

大
倉　

正
次　
　

富
士
市

髙
橋　

美
蘭　
　

駿
東
郡
長
泉
町
・
知
徳
高
等
学
校

西
原　

叶
夢　
　

駿
東
郡
長
泉
町
・
知
徳
高
等
学
校

石
川　

桃
絵　
　

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

髙
木　

弐
朗　
　

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

前
田　

純
玲　
　

静
岡
県
立
富
士
特
別
支
援
学
校　

富
士
宮
分
校

小
林　

夏
子　
　

富
士
宮
市
・
21
世
紀
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

瀧
川　

正
章　
　

東
京
都
小
金
井
市

髙
橋　

結
和　
　

兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校

渡
辺　

文
樹　
　

福
島
県
郡
山
市

葊
澤　

美
瑚　
　

静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校

伊
東
み
ち
る　
　

静
岡
県
立
富
士
高
等
学
校

International A
w

ard

■Preschool

　
　

YUEN

　ALWYN

　KEI　WANG　
　

香
港
・A

rt　

Point　

C
reative

　
　

LA
I　

YIK

　

FEI　
　

香
港
・R

A
IN
B
O
W

　

C
R
E
A
T
IV
E

　

A
R
T
S

　
　

L
A
U

　

Y
U
E
T

　
　

香
港
・B

ig　

H
ouse　

A
rt　

W
orkshop

■E
lem
entary school low

er grades

　
　

TIN

　YU

　CHEUNG　
　

香
港
・A

m
aze　

A
rt　

Studio

　
　

ADELAIDE

　CHEUNG　
　

香
港
・V

K
ID
S　

C
R
E
A
T
IV
E

　
　

YEUNG

　HOI　TING　
　

香
港
・B

ig　

H
ouse　

A
rt　

W
orkshop

■E
lem
entary school upper grades

　
　

ANGELO

　

CHAN　
　

香
港
・SC

H
O
O
L　

O
F　

C
R
E
A
T
IV
IT
Y

　
　

CHUNG

　CHUNG

　CHING

　LARES　
　

香
港
・A

rt　

Point　

C
reative

　
　

CHEUNG

　TIN

　YAN　
　

香
港
・G

R
A
C
E

　

A
R
T

　

A
N
D

　

M
U
SIC

■Junior high school grade

　
　

CHIU

　SUM

　TUNG

　CARLIE　
　

香
港
・A

m
aze　

A
rt　

Studio

　
　

Lau　Pui　Kwan　Jolie　
　

香
港
・A

m
aze　

A
rt　

Studio

　
　

LAW

　

YUEN

　

LAM

　
　

香
港
・V

K
ID
S　

C
R
E
A
T
IV
E

■H
igh school students and adults

　
　

CHAN

　YING

　SHAN　
　

香
港
・SC

H
O
O
L　

O
F　

C
R
E
A
T
IV
IT
Y

　
　

CHEN
　

KAM

　

SAN　
　

香
港
・SC

H
O
O
L　

O
F　

C
R
E
A
T
IV
IT
Y

　
　

CHEUNG
　YUEN

　TING　
　

香
港
・SC

H
O
O
L　

O
F　

C
R
E
A
T
IV
IT
Y
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選
　
　
　
評

審
査
員
長　

村  

松  

友  

視

　

激
戦
区
で
あ
る
「
小
学
生
低
学
年
の
部
」
を
制
し
た
の
は
近
藤
遼
太
楼

君
（
一
年
生
）
の
作
品
。
八
月
の
暑
い
日
に
雲
の
帽
子
を
か
ぶ
る
富
士
山

の
け
し
き
か
ら
、
「
お
と
も
だ
ち
の
く
も
が
ふ
じ
さ
ん
の
あ
た
ま
を
ね
っ

ち
ゅ
う
し
ょ
う
か
ら
ま
も
っ
て
い
る
」
と
感
じ
取
る
作
者
が
、
さ
り
げ
な

く
地
面
の
上
に
置
い
て
き
た
“
え
ん
ぶ
ん
ち
ゃ
あ
じ
”
を
、
富
士
山
が
な

め
て
く
れ
た
か
を
あ
れ
こ
れ
想
像
す
る
。
い
や
も
う
富
士
山
へ
の
心
や
り

が
あ
ら
わ
れ
た
“
え
ん
ぶ
ん
ち
ゃ
あ
じ
”
が
最
優
秀
賞
の
必
殺
の
決
め
手

だ
っ
た
。

　

「
小
学
生
高
学
年
の
部
」
最
優
秀
賞
は
、
い
つ
も
背
中
に
背
負
っ
て
く

れ
た
ば
ぁ
ば
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
、
少
女
の
成
長
と
か
さ
な
る
微
妙
な

悩
み
が
、
瑞
々
し
く
浮
か
ぶ
稲
葉
香
歩
ち
ゃ
ん
（
五
年
生
）
の
作
品
。
再

び
二
人
で
歌
う
「
富
士
山
の
歌
」
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

「
中
学
生
の
部
」
最
優
秀
賞
は
、
岡
本
愛
生
さ
ん
（
三
年
生
）
の
作

品
。
病
気
治
療
を
頑
張
る
母
を
、
富
士
山
と
と
も
に
見
守
り
励
ま
す
や
さ

し
さ
と
と
も
に
元
気
す
ぎ
る
と
も
言
え
る
お
母
さ
ん
の
果
て
し
な
い
生
命

力
の
魅
力
が
上
手
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
お
母
さ
ん
に
、
や
さ
し

い
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
父
の
存
在
も
う
っ
す
ら
と
透
け
て
見
え
た
り
も

す
る
、
家
族
愛
が
い
く
つ
も
の
色
で
躍
動
す
る
作
品
だ
。
読
み
終
え
て
か

ら
、
こ
の
元
気
な
お
母
さ
ん
の
顔
を
拝
み
た
く
な
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

「
高
校
生
・
成
人
の
部
」
は
、
東
京
都
の
樋
浦
憲
次
さ
ん
の
作
品
。
新

潟
の
中
学
の
修
学
旅
行
で
東
京
・
江
の
島
、
箱
根
の
三
泊
旅
行
の
と
き
、

富
士
山
と
の
対
面
を
楽
し
み
に
し
た
が
曇
天
で
果
せ
ず
、
五
年
後
の
富
士

山
清
掃
登
山
が
富
士
山
と
の
初
対
面
と
な
る
。
同
行
し
た
目
的
を
共
に
す

る
同
志
た
ち
と
充
実
し
た
時
を
す
ご
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
同

志
た
ち
と
と
も
に
目
に
し
た
、
夏
な
の
に
東
の
空
に
見
え
た
、
季
節
は
ず

れ
の
オ
リ
オ
ン
座
が
目
に
や
き
つ
い
た
ま
ま
、
作
者
の
思
い
出
の
中
に

脈
々
と
生
き
て
い
る
。
富
士
山
の
高
い
高
度
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
あ
り

得
な
い
は
ず
の
夏
の
オ
リ
オ
ン
座
…
…
投
稿
さ
れ
た
太
く
濃
く
力
強
い
筆

づ
か
い
か
ら
も
記
憶
へ
の
確
信
が
読
み
取
れ
た
。

　

今
回
は
、
選
考
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
“
推
し
”
が
微
妙
に
ず
れ
て
い

て
、
最
優
秀
賞
を
絞
り
出
す
の
が
難
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
楽
し
く

充
実
感
の
あ
る
論
戦
で
も
あ
り
、
楽
し
い
時
間
で
も
あ
っ
た
。
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副
審
査
員
長　

村  

上  

雅  

洋

　

第
三
十
回
の
記
念
す
べ
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
作
品
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　

出
品
数
は
一
割
ほ
ど
減
少
し
た
も
の
の
、
国
内
出
品
数
は
昨
年
並
み

で
、
出
品
者
の
富
士
山
へ
の
変
わ
ら
ぬ
想
い
を
感
じ
ま
し
た
。　
　

　

富
士
山
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
作
品
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
季
節
の

風
物
詩
、
行
事
な
ど
を
題
材
に
し
た
作
品
、
独
自
の
発
想
で
創
作
し
た

り
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
表
現
や
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
用
い
た
作
品
な
ど
、
テ
ー

マ
や
表
現
方
法
な
ど
幅
広
い
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
も
皆

さ
ん
の
富
士
山
に
対
す
る
多
彩
な
見
方
、
表
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
優
秀
作
品
に
つ
い
て
私
な
り
の
感
想
を
述
べ
て
み
ま
す
。

　
幼
児
の
部
　
さ
と
だ
　
こ
う
た
さ
ん
『
ゆ
き
が
ふ
っ
て
き
た
よ
』

　

雪
が
舞
う
冬
の
富
士
山
頂
か
ら
昇
る
日
の
出
と
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
子

供
た
ち
が
描
か
れ
ま
し
た
。
四
人
と
も
顔
が
さ
か
さ
に
な
る
ほ
ど
富
士
山

を
見
上
げ
、
思
わ
ず
バ
ン
ザ
イ
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
る
姿

か
ら
、
そ
の
と
き
の
感
動
が
伝
わ
り
ま
す
。
寒
さ
の
な
か
、
ほ
の
ぼ
の
し

た
温
か
み
も
感
じ
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
低
学
年
の
部
　
な
が
い
　
は
る
き
さ
ん

�

『
富
士
山
ろ
く
　
茶
畑
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
』　

　

五
月
晴
れ
の
な
か
、
富
士
山
の
麓
に
広
が
る
茶
畑
を
背
に
、
手
摘
み
す

る
三
人
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
雪
が
残
る
富

士
山
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
や
る
気
ま
ん
ま
ん
の
様

子
が
親
し
み
を
も
っ
て
表
情
豊
か
に
描
写
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
た
く
さ

ん
の
お
茶
が
摘
め
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
小
学
生
高
学
年
の
部
　
立
林
　
桃
亜
さ
ん
『
赤
く
染
ま
る
富
士
』

　

赤
富
士
を
画
面
い
っ
ぱ
い
に
大
き
く
捉
え
ま
し
た
。
富
士
山
の
山
肌
の

起
伏
を
、
力
強
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
で
ち
ぎ
り
絵
風
に
塗
り
分
け
表
現

し
て
い
ま
す
。
空
の
ピ
ン
ク
と
富
士
山
の
茶
、
青
の
対
比
も
き
れ
い
で
す
。

じ
っ
と
見
て
い
る
と
山
肌
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。　

　
中
学
生
の
部
　
渡
邉
　
咲
沙
さ
ん
『
星
の
海
』

　

夜
の
富
士
登
山
の
様
子
を
、
遠
方
の
や
や
高
い
視
点
か
ら
描
い
た
作

品
。
ご
自
身
の
登
山
体
験
で
し
ょ
う
か
。
画
面
全
体
が
青
系
で
統
一
さ
れ

静
け
さ
の
中
に
程
よ
い
緊
張
感
を
感
じ
ま
す
。
富
士
山
の
山
小
屋
や
登
山

者
の
灯
り
と
、
麓
の
街
の
灯
り
と
の
対
比
が
印
象
的
で
、
灯
り
の
下
に
人

の
営
み
も
感
じ
ま
す
。
手
前
に
広
が
る
森
林
が
画
面
を
引
き
締
め
て
い
ま

す
。

　
高
校
生
・
成
人
の
部
　
都
築
　
修
さ
ん
『
山
か
ら
来
る
も
の
』　
　
　

　

雪
を
い
た
だ
く
富
士
山
と
市
街
地
を
流
れ
る
神
田
川
を
モ
ザ
イ
ク
風
に

表
現
し
て
い
ま
す
。
神
田
川
の
源
流
と
な
る
富
士
山
の
湧
水
を
湛
え
る
湧

玉
池
も
見
え
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
小
さ
な
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
描
い
た

貼
り
絵
で
、
富
士
山
や
川
の
流
れ
な
ど
の
質
感
を
、
細
部
ま
で
密
度
濃
く

表
現
し
て
い
ま
す
。
緊
張
感
を
も
っ
て
根
気
よ
く
制
作
さ
れ
た
作
者
の
努

力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

選
　
　
　
評
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小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

応募数（人） 598 646 1,838 76 3,158

                                                            

小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

令和６年度
（29 回）

644 732 1,786 23 3,185

令和５年度
（28 回）

755 817 2,511 25 4,108

令和４年度
（27 回）

980 1,009 2,753 19 4,761

令和３年度
（26 回）

1,247 1,233 2,939 20 5,439

令和２年度
（25 回）

973 1,398 1,976 119 4,466

                                                   

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

応募数（人） 338 718 473 419 121 2,069

（海外応募） (60) (91) (61) (20) (26) (258)

幼　児 小学生低学年 小学生高学年 中学生 高校生・成人 計

令和６年度
（29 回）

462 759 490 384 137 2,232

令和５年度
（28 回）

423 785 478 284 157 2,127

令和４年度
（27 回）

663 784 518 180 67 2,212

令和３年度
（26 回）

559 953 701 336 162 2,711

令和２年度
（25 回）

673 626 466 326 183 2,274

令和７年度（第30回）

富士山への手紙・絵コンクール応募数

1　手紙の部

（参考）過去５年間の応募数（人）

（参考）過去５年間の応募数（人）

２ 絵の部
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■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
九
月
二
十
九
日 

（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

　
　
　
各
部
門
百
五
十
作
品
を
選
出  

　

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
三
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
百
五
十
作
品

か
ら
入
賞
作
品
二
十
四
作
品
を
選
出

　

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
一
月
七
日
（
金
）

　
　
　 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
作
品
か
ら

　
　
　
各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
作
品

　
　
　
各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
作
品
　
　
　

　
　
　
各
部
門
「
佳
作
」
二
十
作
品

　
　
　
各
部
門
「
海
外
賞
」
三
作
品

　
　
　
総
計
百
三
十
五
作
品
を
選
出

■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
九
月
十
二
日 

（
金
）
～

　
　
　
九
月
二
十
六
日
（
金
）

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

　
　
　
各
部
門
四
十
作
品
を
選
出  

　

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
月
一
日
（
水
）
～

　
　
　
十
月
十
日
（
金
）
　

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
四
十
作
品
か

ら
二
十
四
作
品
を
選
出

■
三
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
四
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
作
品
の
選
出
と

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
候

補
各
十
作
品
を
選
出

※
高
校
生
・
成
人
の
部
は
入
賞
二
十

作
品
の
選
出
と
そ
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
候
補
十
作
品

を
選
出

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
一
月
七
日
（
金
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～
午
後
五
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

会
議
室

内
容
　
各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
作
品

各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
作
品

各
部
門
「
佳
作
」
二
十
作
品

※
た
だ
し
、
高
校
生
・
成
人
の
部
は

「
最
優
秀
賞
」
一
作
品
「
優
秀

賞
」
二
作
品
「
佳
作
」
十
七
作
品

を
選
出

　
　
　
　
総
計
九
十
二
作
品
を
選
出

「
絵
部
門
」 

審
査
経
過

「
手
紙
部
門
」 

審
査
経
過
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■
一
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
九
月
二
十
九
日 

（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
六
階 

会
議
室

内
容
　
全
て
の
応
募
作
品
の
中
か
ら

　
　
　
各
部
門
百
五
十
作
品
を
選
出  

　

■
二
次
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
　
午
後
二
時
～
午
後
三
時

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容  

各
部
門
一
次
審
査
通
過
百
五
十
作
品

か
ら
入
賞
作
品
二
十
四
作
品
を
選
出

　

■
最
終
審
査

日
時
　
令
和
七
年
十
一
月
七
日
（
金
）

　
　
　 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場
所
　
富
士
宮
市
役
所
七
階 

特
大
会
議
室

内
容
　
各
部
門
入
賞
二
十
四
作
品
か
ら

　
　
　
各
部
門
「
最
優
秀
賞
」
一
作
品

　
　
　
各
部
門
「
優
秀
賞
」
三
作
品
　
　
　

　
　
　
各
部
門
「
佳
作
」
二
十
作
品

　
　
　
各
部
門
「
海
外
賞
」
三
作
品

　
　
　
総
計
百
三
十
五
作
品
を
選
出

令
和
七
年
度（
第
三
十
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

審
査
員
長

副
審
査
員
長

上
席
審
査
員

主
任
審
査
員

審　

査　

員

  

（
順
不
同
）

（
敬
称
略
）

村
松　

友
視
（
作
家
）

村
上　

雅
洋
（
画
家
）

光
永　

健
男
（
国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所
長
）

望
月　

俊
伸
（
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

近
藤
し
げ
子
（
元
富
士
宮
市
立
小
学
校
長
）

真
野
ま
き
子
（
元
富
士
宮
市
社
会
教
育
指
導
員
）

津
田
美
知
子
（
富
士
宮
市
小
学
校
国
語
科
責
任
校
長
）

佐
藤　
　

健
（
富
士
宮
市
小
学
校
図
画
工
作
科
責
任
校
長
）

塩
川　
　

梓　
　

井
出　
　

誠　
　

鎌
形　

由
多　
　

阿
武　
　

誠　
　

山
㟢　

文
男　
　

芦
澤　

義
子

井
出
由
美
子　
　

坪
井
ゆ
か
り　
　

水
越　

史
明　
　

山
下　

忠
男　
　

青
木　

佳
代　
　

佐
藤
い
ず
み

芦
川　

幹
弘　
　

鈴
木
美
和
子　
　

松
井　

敬
子　
　

遠
藤　
　

進　
　

渡
邉　

一
衛　
　

島
口　

美
聡

遠
藤　

大
史　
　

村
井　

洋
香　
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令
和
七
年
度（
第
三
十
回
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
構
成
団
体
一
覧

国
土
交
通
省
富
士
砂
防
事
務
所

富
士
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
教
育
委
員
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
後
援
団
体
一
覧

静
岡
県 / 

静
岡
県
教
育
委
員
会 / 
日
本
郵
便
株
式
会
社
東
海
支
社

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局 / 

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送 / 

テ
レ
ビ
静
岡

静
岡
朝
日
テ
レ
ビ  /  

静
岡
第
一
テ
レ
ビ  /  
朝
日
新
聞
静
岡
総
局

産
経
新
聞
静
岡
支
局 / 

中
日
新
聞
東
海
本
社 / 
毎
日
新
聞
静
岡
支
局

読
売
新
聞
静
岡
支
局 /

岳
南
朝
日
新
聞
社/

富
士
ニ
ュ
ー
ス
社/

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社/

富
士
山
表
富
士
宮
口
登
山
組
合

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
　
富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
協
賛
団
体

一
般
社
団
法
人
中
部
地
域
づ
く
り
協
会

日
本
郵
便
株
式
会
社
東
駿
河
地
区
連
絡
会

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



発
行
日

　令
和
八
年
一
月

編

　集

　富
士
山
へ
の
手
紙
・
絵
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

発

　行

　富
士
宮
市
・
富
士
宮
市
教
育
委
員
会

住

　所

　富
士
宮
市
弓
沢
町
一
五
〇
番
地

電

　話

　〇
五
四
四―

二
二―

一
一
〇
六

印

　刷

　株
式
会
社
き
う
ち
い
ん
さ
つ

令
和
七
年
度
（
第
三
十
回
）

富
士
山
へ
の
手
紙
・

　
　
　
　
　絵
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
集
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